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図書館の PR と統計

調布市立図書館長 萩原祥三

図書館とL、う所は大変 PRの下手な所である。 PRを宣伝と訳すと少し語感がちがうよう κも

思うが，宣伝というと自分を故意vc売込むという感じが出るが，今日はPR時代であるから，

PRは立派κ日本語となり，その方が寧ろ当今必要物とさえなっている。いやPRをしなければ

何一つ売れない時代である。

図書館活動論でも図書館を利用者κ知って貰うためκPRvcついて講義がなされる筈であるが，

大方，今日の図書館では，まだ積極的vcPRをすべきであるというようなこと VCI1.なっていない。

図書館は受身の積極性がその本旨だから，一般の商品の PRのようなわけtてはいかないだろう。

然、し PRが全く必要ではないなどと構えているわけVてはいかないだろう。図書館の価値は勿論蔵

している資料の中味にあるから，秀れた蔵蓄をもっていれば，自らその真価がわかってくる筈で

ある。それは事実だが，利用者がその価値を知っている人々ばかりであればよいが，必ずしもそ

うではない。それK今日の知く出版が盛んで，利用者が選択κ迷うような時代Kは，所謂図書館

の利用案内として，蔵蓄についての解説や新着図書のリストやその他の情報の提供が必要になる。

図書館がPRが下手だったのは，戦前の図書館の利用対象が一般の市民ではなく，限られた人

たちしか利用しなかったことκ原因がある。図書館は社会κ向って広く聞かれていたわけではな

い。図書館の方も利用を積極的κ奨励するなどということは余り考えなかった。来る人κ読ませ

るという態度であった。資料を広く公開して一般κ普及させていくと L、う考え方が乏しかった。

こういう伝統κ培われた戦前の図書館の考え方は，まだまだ根強く残っている。図書館だけを改

めるのは酷であって，いわゆるお役所風は戦後三十数年を経た今日でも根強い。お役所風の体質

を改めるのは並大抵ではないが，それも市民の仕事であろう。然し税金をとられてしまった後で，

納税者の行政κ対する関心は薄L、。図書館もお役所の一つだから，所謂司書の専門職制度を敷い

て，図書館の聞かれた姿を目指しているような職場を除いては，まだまだお役所風から脱してい

ない。それに同じことをくり返していると，つい仕事κ対する工夫とか改良とかということ Kな

らず，単調κ流れてお役所的Vてなり易い。それでは図書館というものの存在の価値はなくなって

しまう。戦後の図書館は特に進んだ図書館κおいては，貸出し活動をはじめとして，かなり市民

に積極何働きかけるようになっている。フ.ックモピルなどが果した役割も大きい。分館システ

ムなども図書館を市民に近づけるKは大きな役割を果す。そうした手段の整備だけでなく，何よ

りも司書という人間的な生きた手段を通じての市民κ対する働きかけが必要である。と同時κ，

市民との生h した交流は，司書K大きな意欲を生んでL、く。様々な手段で市民κ働きかけること

が図書館にとっては重要な仕事である。

いまことに調布図書館の一年間の活動のまとめを資料としてお届けするのも， PRの一つであ

る。こと Kは毎日の活動の成果が統計とL、う数値と記録となって鍾められている。一年間の我々

の活動は多彩であって，地味ではあるが，調布市民と一諸Kなって文化活動脅してきた成果が，



ここκ示されている。我々が毎年こうした資料を作るのは如上κ述べたPRと資料の二つを兼ね

た作業である。ただここで注意をひとつしたいと思うのは，統計のとり方κついてである。 i日

本の図書館J(日本図書館協会年表)などに登録率とL、う数字の比較がある。登録とは市民がそ

の図書館κ貸出しを受けるためK行なう登記である。とれが図書館Kよって統ーされておらず，

その登録の期聞をーヶ年とするものニク年とするものなどまちまちである。そのため比較ができ

ない数値が「日本の図書館」など Kのせられている。調布の場合κは毎年四月切替えを行なって

その年ーク年κ借りる意志で登記した利用者を記録してL、る。この登録率はここ数年のびていな

い。これは篠々な原因があるが， これをのばすことが大きな活動の目標である。こうして 53年

度のこの数値をみると前と余り変っていない。我々はこうした統計値をまとめることによって，

次年度への反省と工夫をとらす拠り所とするわけである。

図書館の活動は限りがなL、。 53年度の資料はまだ改めて我々 に新らしい指針となってとこに

提示されている。
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ϲι 布市の概況

調布市は、副都心新宿から西へ約 15 k7ll、私鉄(京王線)で約 15分の位置にある典型的な

近郊住宅都市である。東西約 7k7ll、南北約 3kmで、総面積約 21.8 k-A令有している。

地形は武蔵台地と立川台地の上vc広がり、南端vc多摩川が流れる絶好の住宅地である。

1 人 口

( 1) 町別人口

人口の分布状況を町別にみると、国道 20号(甲州街道)と、それと平行して走る私鉄

(京王線)に添って衡を形成している地域(小島町 ・布団・国領・イ山川町等)と、新しく

集団住宅の建設κよって形成された住宅地(染地・西つつじク丘・緑ク丘等)vc大別する

ことができる。表(1 -1一(1)) 
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表ΐϲ,0, 0 ῖ 町丁別世帯と人口
54年 1月 1 日

町 名 世帯数 人口総数 男 女
面 積 人口密度

(財) (1 krfi :人)

総 数 ー 65.398 1 75.031 89.806 85.225 21.79 8.033 

飛田給 1丁目 772 2.044 1. 05 7 987 0.246 8.309 

飛田給 2丁目 738 1.838 934 904 0.259 7.097 

飛田給5丁目 342 955 494 461 0.246 3.882 

西 町 1. 1 23 

野水 1丁目 1 6 49 24 25 0.354 1 38 

野水 2丁目 0.092 

上石原 1丁目 1. 1 99 3.079 1.574 1.502 0.263 11.696 

上石原 2丁白 772 2.050 1.026 1.024 0.217 矢447

上石原5丁目 930 2.216 1.259 957 0.295 7.512 

下石原 1丁目 842 2.331 1. 21 2 1. 1 1 9 0.219 10.644 

下石原 2丁目 827 2.037 1.097 940 0.1 75 11.640 

下石原 3丁目 1.099 2.7 46 1.442 1. 30 4 0.263 1 0.4 41 

富士見町 1丁目 495 1.485 758 727 0.1 80 8.250 

富士見町 2丁目 684 1.758 9 1 1 847 0.21 6 8.139 

富士見町 3丁目 81 7 2.227 1.1 45 1.082 0.216 1 0.31 0 

富士見町 4丁目 997 2.7 3 0 1.447 1.283 0.289 史446

調布ク丘 1丁目 489 1.193 591 602 0.21 4 5.575 

調布ク丘 2丁目 567 1.473 786 687 0.11 5 1 2.809 

調布ク丘 3丁目 1.440 2.7 78 1.422 1.356 0.237 11. 722 

調布ク丘 4丁目 405 1.1 05 566 539 0.1 06 1 0.425 

小島町 1丁目 71 5 2.014 999 1.01 5 0.1 67 1 2.060 

小島町 2丁目 1.069 2.688 1.345 1.3 4 3 0.207 12.986 

小島町5丁B 1.453 3，7 21 1. 88 6 1.835 0.293 1 2.7 00 

下布 田町 59 199 1 05 94 0.026 7.654 

布田 1丁目 506 1.308 655 653 0.091 14.374 

布団 2丁目 1.025 2.673 1.386 1.287 0.1 38 19，370 

布団 5丁目 408 994 508 486 0.159 6.252 

布田 4丁目 355 806 426 380 0.1 1 3 7.1 33 

布団 5丁目 602 1.568 776 792 0.145 1 0.81 4 

布団 6丁目 332 872 437 435 0.1 73 5.040 

染地 1丁目 524 1.622 825 797 0.1 93 8.404 

染地 2丁目 772 2.135 1. 1 28 1. 00 7 0.344 6.206 

染地 5丁目 2.918 矢337 4.677 4.660 0.466 20.036 

多摩川 1丁目 472 1.488 749 739 0.232 6.414 

多摩川 2丁目 21 0 548 295 253 0.206 2.660 

多摩川 5丁目 1.061 2.639 1.429 1.210 0.230 1 1.474 

多摩川 4丁目 307 796 394 402 0.196 4.061 

町 名 世帯数 人口総数 男 女 面JkA)積
人口密度

(1 krfi :人)
多摩川 5丁目 760 1.969 1.008 961 0.098 20.092 
多摩川 6丁目 256 804 430 374 0.1 51 5.325 
多摩川 7T!3 451 1. 21 5 605 61 0 0.175 6.943 
国 領 町 734 1.979 1.019 960 0.1 74 11.374 
国領町 1丁目 1.204 3.158 1.586 1.572 0.186 16，978 
国領町 2丁目 208 563 287 276 0.1 1 1 5.072 
国領町 5丁目 1.557 4.303 2.1 01 2.202 0.178 24.1 74 
国領町 4丁目 740 2.1 41 1. 1 01 1.040 0.200 1 0.7 0 5 
国領町 5丁目 1.1 25 2，879 1.466 1.413 0.195 1 4.7 6 4 
国領町 6丁B 332 928 481 447 0.1 05 8.838 
国領町 7丁目 1. 01 3 2.4 5 2 1.311 1.1 4 1 0.231 1 0，61 5 
国領町 8丁目 300 868 41 8 450 0.200 4.340 
深大寺町 7.1 26 21.362 11.000 1 0.362 4.106 5.203 
佐 須 町 1.739 4.830 2.418 2.41 2 0.686 7， 041 
柴 崎 町 1 1 1 267 154 11 3 0.065 4.108 
柴崎 1丁目 1.037 2.527 1.332 1.1 95 0.252 10.028 
柴崎 2丁目 1. 41 5 4.065 2.1 01 1.964 0.270 1 5.056 
東つつじク丘1T!3 393 889 469 420 0.067 1 3.269 
東ヴつじク丘2丁目 771 1.839 914 925 0.1 64 1 1. 21 3 
東ウつじク丘5丁目 629 1.651 821 830 0.190 8，689 
西つつじク丘1丁目 1.056 2.7 42 1.419 1.323 0.268 1 0.231 
西つつじク丘2T!3 435 1.202 577 625 0.1 67 ス198 
西つつじク丘3T!3 442 1.023 549 474 0.1 1 1 9， 21 6 
西ヴつじタ左41百 2.659 7， 930 3.975 3.955 0.402 19，726 
菊野台 1丁目 789 2.006 1.046 960 0.200 1 0.030 
菊野台 2丁目 1.1 40 2.7 88 1.402 1.386 0.21 0 1 3.276 
菊野台 5丁目 1.351 2.4 65 1. 41 1 1.054 0.285 8.649 
緑ク丘 1丁目 1.0 68 2.862 1.41 7 1.445 0.250 11.448 
緑ク丘 2丁目 1.728 5.4 31 2.61 1 2.820 0.330 1 6.4 58 
イ山川町 1丁目 1.093 2.7 31 1.347 1.3 84 0.207 1 3.193 
仙川町 2丁目 567 1.370 667 703 0.1 70 8.059 
仙川町 5丁目 265 700 371 329 0.136 5.147 
若葉町 1丁目 1. 1 70 2.689 1. 41 7 1.272 0.269 9.996 
若葉町 2丁目 639 1.676 844 832 0.154 1 0.883 
若葉町 3丁B 1 69 441 242 1 99 0.149 2.960 
入間町 1丁目 1.562 3.305 1.993 1. 31 2 0.340 9，721 
入間町 2丁目 767 2.330 1. 1 72 1.158 0.338 6.893 
入間町 5丁目 378 1.1 52 559 593 0.1 67 6.898 

(注) 面積総数eては河川敷等の面積1.1 20及び金子町 0.009を含む
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ΐιϲ -1,(2)ῖ 表ΐϲ  - 1一 (3)ῖ 

年齢(5歳階級)別人口の構成
調布市の年別世帯数と人口

(各年 1 月 1 日現在)

人 口
年別 世帯数 増加数 備 考

1 6 90 - 71 男 女 計

95 85 - 89 189 31 10，863 23，816 23，255 47，071 3，920 

320 80 84 523 32 11，890 25.7 8 3 25，208 50，991 3，507 

71 3 75 - 79 1026 
33 1 2，909 27，594 26，904 54，4 9 8 5，401 

34 1 4，4 1 3 30，584 29，31 5 5矢899 4，396 

1 21 4 70 - 74 1 493 
35 1 5，666 32，385 31，910 64，295 5，4 9 9 

1838 65 69 21 70 
36 1 6，853 35，4 25 34，369 69.794 6，073 

男 2273 60 - 64 2652 女
37 1 8，1 1 2 39，107 36，7 6 0 75，867 7，621 

合計 8呪806人 2891 55 - 59 38 21，229 42，854 40，634 83，4 88 1 0，356 

50 54 39 24，003 48，278 45，566 93，844 呪139 

45 - 49 5966 40 27.859 52.7 36 50，247 1 02，983 1 6，661 

一
6645 40 - 44 6758 

41 32，715 61，1 45 58，499 11呪644 1 2，81 4 仏会品品

7409 35 - 39 7520 
42 39，667 67，434 65，024 1 32，458 7， 353 

43 42，007 70，951 68，860 139，811 6，7 2 6 
8566 30 - 34 7992 

0303 25 - 29 8268 

一

44 44，880 74，545 71，992 1 46，537 ス002 遇制百品館
45 55，7 2 6 78，336 75，203 153，539 5，487 つ4つ5.じIク20丘分館開館

9095 20 - 24 6720 46 58，248 81，4 1 7 77，609 159，026 3，418 議長針島 . tt#~J~時
6661 15 - 19 5933 47 60，242 83，201 7呪243 1 62，4 44 6，186 宮4の1下Z分2館4.開館

6695 1 0 - 14 6348 48 62，4 2 8 86，51 4 82，1 1 6 1 68，630 2，651 

7531 5 - 9 7002 
49 63，359 88，094 83，187 171，281 -675 量生AA.dhA議院;. 

6870人 0才~ 4才 6384人
50 63，7 42 87，684 82，922 170，606 826 是葉0分4館1開2館

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 (千人) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 
51 63，479 87，819 83，61 3 171，432 1， 778 

52 64，1 38 88，272 84，338 1 72，61 0 1， 1 78 

53 64，936 89，305 85，200 1 74，505 1，895 

54 65，398 89，806 85，225 1175，031 526 
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ιΐϲ -1一(5)ῖ 人口動態の推移
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2.財政

昭和 53年度の経済情勢は、公共事業の推進等により、景気は緩やかな回復傾向にあるものの

国際市場Uておける急激な円高、 ドル安は、目標の経済成長率の達成も危ぶまれ政府は、臨時国

会κ公共事業を中心とした大型補正予算を編成し、園内需要の刺激策を講じたものである。一

方低迷する地方財政は、これを建て直す決定的な施策もないまま数年間続いている財政難から、

大量の借金を抱え、その返済のため財政運営は一段と厳しくなった。

調布市においても、市税収入の伸び悩み、補助金の打切り等、財政難からの脱出は、困難な

状態Vてあり、行政需要の増大Kよる施設の増加や、それ等κ伴う維持管理費のほか、人件費、

物件費の増加による義務的経費を賄うだけで精一杯の状況であった。

こうした状況下Vてあって、図書館予算も多くを望めず、前年同様施設の維持管理費だけK止

まり、新たな事業をおこすK至らなかった。

(1 )年度別決算の推移 表(1 -2寸1)) 

昭和 53年度の市費総額は、 217億 4617万 6千円となり、図書館が開設された昭和41

年度と比較すると、 10倍強になっている。

この 53年度決算額の中で、市費κ占める教育費の割合は、 20.8 %と前年度に比べ若

干増加しているが、これは、国領小学校の建設等学校施設の整備であり、教育費K占める図

書館費の割合は、前年度の 2.0%に対し、1.8%と0.21'0の落込みである。

図書館費の内、図書購入費は、 2千200万円であり、これは、市民 1人当り約 12 6円

となる。

(注) 図書購入費の中Kは、雑誌、逐次刊行物、視聴覚資料等は含まれていなL、。

(2) 図書館費の内訳 表(1ー 2一(勾〕

全般的κ維持費が少しずつ増加しており、これは諸物価上昇の折、止むを得ぬ現象である。

昭和 54年度当初予算では、特κ、賃金の大巾ダウン、これは施設望書備を今までの有人警備

から機械化警備への切替えvcよるものであり、委託料が増加している。また、工事請負費の

2.600万円は、 神代分館、宮の下分館の冷暖房設備工事であり、図書費の増加は、昭和

55年度開設予定の新分館(染地分館)用図書購入費が含まれている。

-8-

表(1 -2一(2)J 

工、当
報 酬

賃 金

報 償 費

旅 費

焚 際 費

一 般 需用 費

食 糧 費

役 務 費

委 託 料

使用料及び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

(図書購入費)

(図書用備品費)

(視聴覚器材)

(管理用他)

負担金及び交付金

補償補填及び賠償金

投資及び出資金

ノA¥A 謀 費

メロ~ 計

図書館費内訳表 ( )内は内訳

49 年度 5 0 年度 5 1 年度

決算額 百分比 決算額 百分比 決算額

252.000 0.1 3% 288.000 0.45% 288.000 

2.669，7 22 1.44 2.890.866 4.47 3.147，572 

670.000 0.36 1.1 61.000 1.80 1. 168.8 00 

350.320 0.1 8 206.350 0.32 1 86.620 

1 0.000 0.006 1 0.000 0.02 1 0.000 

11.760.934 6.38 1 3.394，4 30 20.7 3 14.128.438 

99.400 0.05 84.290 0.13 28.91 0 

90史077 0.49 671.440 1.04 790.301 

1 0.202.802 5.53 1 1.811.856 18.28 1 2.026.7 88 

324.800 0.1 7 234.420 0.36 243.090 

1 00.68呪855 54.64 2.1 62.1 0 0 3.35 1.41 5.5 00 

179.515 0.1 0 1 1 8.1 70 0.18 1 1 4.8 00 

55.545.033 30.14 31.472.77 2 48.70 20.035.1 57 

( 4 0.0 8 3.79 4 ) (21.75) ( 26.2 25.4 27) ( 40.59 ) ( 17.577.057) 

( 1 0.975.1 70 ) ( 5.96) ( 2.415.200) ( 3.74) 494.000) 

( 1.95 6.4 30 ) ( 1.06) ( 2.0 4 8.25 0 ) ( 3.1 7 ) ( 1.800.000) 

( 2.52ヌ659) ( 1. 37) 783.895) ( 1.20) 1 64.1 00 ) 

92.080 ( 0.04 1 02.1 60 0.1 6 1 04.08 0 

。 。 。
494.940 0.26 。 O 

5.000 0.003 7，00日 0.01 7.000 

184.255，478 1 00 64.614.854 1 00 57，695.056 



表ΐ1 - 2一(1)ῖ 年度別決算額の推移
ものの

基時国 人口はその年度の 12 月末日 経費はその年度の決算額

hq 4 0 4 1 4 3 4 4 4 5 4 6 4 7 48 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 

市費総額 1，729，966 2，11 1. 464 3，081.734 3，923，523 6，114.405 7，675，139 11，677，143 1 2，832，627 1 4，61 9，067 1 6，440.7 67 1 8，1 27，507 20，942，41 8 21，746，1 76 

指 数 1 00 1 46 186 290 363 553 608 692 778 859 992 1.030 

教 育 費 468，770 486，168 7 11，1 36 1，002，093 1，51 2，054 1，9 1 5，678 2，355，806 4，371.7 27 4，090，834 5，484.7 29 4，1 96.4 69 3，480，825 4，532，321 

指 数 1 00 146 206 311 394 485 899 841 1，1 28 863 716 932 

市 費 κ 23.0'7'0 23.1 % 25.5'7'0 24.7'7'0 25.0% 20.2'7'0 34.0% 28.0% 33.3% 23.1 % 16.69ら 20.8% 
占める割合

図書館費 18，960 5，914 16，578 44.412 48，253 45，272 34，1 40 97，698 173，055 64，61 5 53，695 68，539 83，01 5 

(図書費) 2.044 3，326 4.7 8 7 5，255 12，029 1 5.4 35 20.878 40，083 26，225 17，577 20，227 22.004 

(建設費) 17，348 。 9， 1 20 3.7 74 30，880 17，800 。 53，287 100，689 。 。 。 。
(その 他) 3.870 4.1 32 35，851 1 2，1 1 8 1 5.443 18.7 04 23.533 32，283 38，390 36.11 8 48，31 2 61.011 

指 数 1 00 280 751 816 766 577 1.652 2，926 1，092 908 1，159 1，404 

教育費に占める 1.2% 2.3'7'0 4.4% 3.2'7'0 2.4'7'0 1. 4'7'0 2.2'7'0 4.2% 1. 1 '7'0 1.3% 2.0% 1.8% 
審リ iロh 

人 口 102，983 119.644 139，811 1 46.537 1 53，539 159，026 162.444 1 68，630 171.281 1 70，606 1 72，61 0 174，505 1 75，031 

指 数 1 00 1 1 7 1 22 128 1 33 136 1 41 143 1 43 1 44 146 1 46 

人口 1人あたり
1 6.7 98 17，647 22，042 26，771 39，830 48.263 69，247 74，921 85，689 95，902 1 05.020 120，010 1 24，242 

市 費

同教育費 4，552 4，063 5，086 6，836 呪850 1 2，046 13.970 25，524 23，978 31，993 24，311 19，947 25，894 

同図書館費 1 84 49 1 1 8 303 31 4 285 202 570 1.014 376 31 1 393 474 

同図書購入費 1 7 24 33 34 75 92 1 22 235 1 52 102 1 1 6 1 26 

在から、

3難な

と費、

. vc 11:. 

市41

若

図
る

6円

ある。

備

の

和

世

曹

陣

賓

刀

ロ

※ 図書館費 κ職員の給与等人件費は含 まれていない。

※ 人口 1人あたりの金額は単位円で示す。
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表ΐ1 -2 -(2) ῖ 図書館費内訳表 ( )内は内訳

下ミ望
49 年度 5 0 年度

決算額 百分比 決算額 百分比

報 酬 252，000 0.1 3% 288，000 0.45% 

賃 金 2，669，7 2 2 1.44 2，890，866 4.47 

報 償 費 670，000 0.36 1， 161，000 1.80 

旅 費 350，320 0.1 8 206，350 0.32 

交 際 費 1 0，000 0.006 10，000 0.02 

般 需用 費 11，760，934 6.38 13，394，4 3 0 20.73 

食 糧 費 99，400 0.05 84，290 0.13 

役 務 費 909，077 0.49 671，440 1.04 

委 託 料 1 0，202，802 5.53 11，811，856 18.28 

使用料及び賃借料 324，800 0.1 7 234，4 2 0 0.36 

工 事 誇 負 費 100，689， 855 54.64 2，1 62，1 0 0 3.35 

原 材 料 費 179，515 0.1 0 1 1 8，1 70 0.1 8 

備 ロ'"ロ 置誇 入 費 5 5，5 4 5，033 30.14 31，472，7 7 2 48.70 

(図書購入費) ( 4 0，0 8 3，7 9 4 ) (21.75) ( 26，2 25，4 27) ( 40.59) 

(図書用備品費) ( 1 0，975，1 70 ) ( 5.96) ( 2，4 1 5，2 0 0 ) ( 3.74) 

(視聴覚器材) ( 1， 9 5 6，4 3 0 ) ( 1. 0 6 ) ( 2，0 4 8，25 0 ) ( 3.1 7) 

(管理用他) ( 2，52ヌ659) ( 1.37) 783，895) ( 1.20) 

負担金及び交付金 92，080 ( 0.04 1 02，1 60 0.1 6 

補償補填及び賠償金 。 。
投資及び出資金 494，940 0.26 。
ノt¥、 諜 費 5，000 0.003 7， 000 0.01 

合 計 1 84，2 5 5，4 7 8 1 00 64，614，854 1 00 

• 

5 1 年度 5 2 年度

決算額 百分比 決算額 百分比

288，000 0.54'7'0 348，000 0.51 % 

3，147，572 5.86 3，462，609 5.05 

1，168，800 2.1 8 1，31 5，600 1.92 

186，620 0.35 235，080 0.35 

1 0，000 0.02 1 0，0 00 0.01 

14，128，438 26.31 1 5，758，7 2 9 23.00 

28，91 0 0.0 5 28，200 0.04 

790，301 1.47 1，058，760 1.54 

1 2，026，7 88 22.40 12，071， 776 1 Z 61 

243，090 0.45 288，000 0.42 

1，41 5，500 2.64 9，954，4 6 0 14.53 

1 1 4，8 00 0.21 82，600 0.1 2 

20，035，1 57 3Z32 23，862，169 34.82 

(17，577，057) ( 32.7 4 ) (20，226，769 ) ( 2呪51) 

494，000) ( 0.9 2) ( 1，356，000) ( 1. 98) 

( 1，800，000) ( 3.35) ( 2，252，000) ( 3.28) 

1 64，1 00) ( 0.31) 27， 400) ( 0.03) 

1 04，08 0 0.1 9 54，080 0.07 

。 。
。 。

7，000 0.01 8，800 0.01 

57，695，056 1 00 68，538，863 1 00 

)内は内訳

5 3 年度

決算額 百分比

384，000 0.46% 

3，672，1 09 4.42 

1，413，200 1.70 

286，920 0.35 

1 0，0 00 0.01 

1 6，522，551 1呪90

2呪930 0.04 

1，022，4 00 1.23 

1 2，982，7 2 2 1 5.64 

299，650 0.36 

20，63矢900 24.86 

1 22，350 0.1 5 

25，548，934 30.78 

( 22，044，384 ) (26.51) 

1，266，000) ( 1. 53) 

( 2，2 77， 2 0 0 ) ( 2.74) 

1，350) ( 0.002) 

71，020 0.09 

。
。

8，800 0.01 

83，014，4 8 6 1 00 

54年度

当初予算

396，000 

72，000 

2，4 1 1，000 

331，000 

1 0，000 

1 8，082，000 

30，000 

1，217，000 

1 5，702，000 

298，000 

26，000，000 

130，000 

44，1 95，000 

(機5械8，7器5具0，000) 

0) 

(庁用1，8器0具0，000) 

( 3，645，000) 

71，000 

30，000 

。
呪000

1 08，984，000 
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5 2 年度

百分比 決算額 百分比

0.54% 348.000 0.51 '}'O 

5.86 3.462.609 5.05 

2.1 8 1.31 5.600 1.92 

0.35 235.080 0.35 

0.02 1 0.00日 0.01 

26.31 1 5，7 58，7 2 9 23.00 

0.0 5 28.200 0.04 

1.47 1. 058，7 60 1.54 

22.40 12.071.776 1 Z 61 

0.45 288.000 0.42 

2.64 9.954.4 6 0 1 4.53 

0.21 82.600 0.1 2 

3Z32 23.862.169 34.82 

32.7 4 ) (20.226，769) (2呪51) 

0.92) ( 1. 3 5 6.0 0 0 ) ( 1. 98) 

3.35 ) ( 2.25 2.0 0 0 ) ( 3.28) 

0.31 ) 27.400) ( 0.03) 

0.1 9 54，080 0.07 

O 

。
0.01 8，800 0.01 

1 00 68.538.863 1 00 

)内は内訳

5 3 年度

決算額 百分比

384.000 0.46% 

3.672.1 09 4.42 

1.41 3.200 1.70 

286.920 0.35 

1 0.0 00 0.01 

1 6.522.551 19.90 

29，930 0.04 

1. 022.400 1.23 

1 2.982.7 2 2 1 5.64 

299.650 0.36 

20.639.900 24.86 

1 22.350 0.1 5 

25.548.934 30.78 

( 22.044.384) (26.51) 

1.266.000) ( 1. 53) 

( 2.2 77. 2 0 0 ) ( 2.74) 

1.350) ( 0.002) 

71.020 0.09 

。
。

8，800 0.01 

83.01 4.4 8 6 1 00 

54年度

当初予算

396.000 

72.000 

2.4 1 1.000 

331.000 

1 0，000 

1 8.082.000 

30.000 

1.21 7， 0 00 

1 5，7 0 2.0 0 0 

298.000 

26.000，000 

130.000 

44.195.000 

(機5械8.7器5具0，000) 

0) 

(庁用1.8器0具0，000) 

( 3.645.000) 

71.000 

30.0 00 

。
ヌ000

108.984.000 
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ϳ 図書館の概況

調布市ではブックモービノレ含配置せず、最初から市内の全ての地域κ図書館(分館)を設置

する分館網方式事?と っている。

1 図書館配置図(サービスエリヤ)

基本計画K基いて配置された各分館ごとに奉仕対象地域を設定すると、 Cn -1分館配置

図〕のようになる。昭和 50年度から若葉分館が開館し、中央館以下?館となった。その奉

仕対象地域をみると、全人口の約 82パーセント、面積比κして約 81パーセントが網羅さ

才1ること Vてなる。

2. 各館別施設概況

各館の施設は、表Cn -2施設状況〕のようになっている。

今後の施設計画は、染地地区、佐須地区に分館を建設し、更に中央館としての機能を十分

に果すことのできる新中央館の建設が必要である。

5 運営組織と事務分掌

図書館運営κ関する条例、規則は次のとおりである。

調布市立図書館設置条例

調布市立図書館館則

調布市立図書館処務規程

調布市立図書館職員の勤務時間・休憩時間等κ関する規程

調布市立図書館協力員の設置および勤務官て関する内規(教育委員会内規)

(1 )調布市立図書館処務規程(昭和 41年調布市教育委員会規程第 1号) く該粋〉

(係の設置)

第 2条館κ次の係を置く

( 1) 庶務係

(2) 図書係

(分掌事務)

第 5条 各係の分掌事務は、次のとおりとする。

庶務係

(1 ) 公印の保管κ関すること。

(2) 文書の収受、発送κ関するとと。

(3) 施設、設備の維持管理K関すること。

(4) 企画運営統計及び調査に関すること。

-13-



(5) 関係各機関との連絡K関すること。

(6) 予算の編成及び執行κ関すること。

(7) 館内の取締り K関すること。

(8) その他、他係κ属さない事項κ関すること。

図書館

内 図書資料並びに視聴覚資料の収集、整理、保管及び利用κ関すること。

(2) 整本及び修理κ関すること。

(司 読書案内及び読書相談κ関すること。

(4) 読書会、研究会、講演会、映写会、鑑賞会等の開催及び奨励に関するとと。

(5) 郷土資料κ関すること。

(6) 図書室の利用並びκ管理K関すること。

(7) 図書資料の相互貸借κ関すること。

昭和 54年 5月 31日現在

図 庶
務庶|事視

書係務|業聴
担|担覚

品)1 ~ I~) 雪

( )内は人数

τ長二:;7-「FZ-「 li弓';/5' l 
1 h211  

I (~I 

I I~II 要 II I I 宮 1 1:1 I 1:11 ~II~I I 
I I "" I I寺II見下I I e>< I I ;>f< I I じII丘

1 ~ 1 1 ~ 1 1 ~ 1 I 1 ~ 1 1 ~ 1 1 ~ 11 ~i 1 1 ~ 1 
L12EU2Li 主当~ー上」竺巴』主」

)内は司書数
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年度別職員数の推移

年度 名誉館長 館長 副館長 事務 中央館司書分館司書 その他 言十

41 (兼)1 2 2 7 

42 2 4 9 

43 3 4 2 1 1 

44 4 4 2 2 1 4 

45 4 4 4 2 1 6 

46 5 4 8 2 1 9 

47 1 5 5 1 0 3 25 

48 1 5 6 10 4 27 

49 6 5 1 8 6 37 

50 7 5 20 8 43 

51 1 7 6 20 7 43 

52 7 6 22 6 44 

53 7 6 23 8 47 

5 3年度 職員配置内訳

( 54. 3. 31 ) 

管理職 係長 事務 司書 その他 計

中 央 館 2 2 5 6 6 21 

国領分館 5 5 

つつじク丘分館 2 2 

深大寺分館 2 2 

神代分館 5 5 

宮の下分館 3 5 

縁ク丘分館 5 5 

富士見分館 2 5 

若葉分館 5 1 6 

計 2 2 5 29 8 46 

※ 事務とは司書以外の一般職員

※ その他とは協力員、委託要員、社会教育指導員、警備員等
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4 貸出制度と開館時間

調布市の図書貸出冊数と貸出期聞は、 1人1回2冊、 14日間である。これは 1人 1冊10 

日間であったものを、昭和 49年度から改めたものであるが、今後更に貸出冊数κついて検討

し、増冊していく方向である。

現在、矯冊する Kあたっての最大の問題は職員の絶対数の不足Kよるものである。

開館時聞についても、市民からは「もっと開館時間を長くしてほしL、Jとの声が多く、当然

図書館としても開館時聞を延長したい意向である。しかし現在の職員体制では最大限の開館時

間帯であり、延長するためKは司書の増員合要する。

調布市立図書館館則

(個人貸出)

第?条 館長は、図書資料を個人K貸出すことができる。

2. 図書資料の個人貸出しを受けようとする者は、個人登録票κよらなければならな

L、。

3. 個人登録票は調布市内κ住居を有し、また調布市内VL通勤・通学している、身元

確実な者κ対し、本人の請求によりとれ女交付する。

4. 個人登録票の有効期間は 1年とする。

5 個人登録票は貸与若しくは譲渡してはならなL、。貸与され、若しくは譲渡され、

または紛失届の出された個人登録票は無効とする。

6. 個人貸出しの出来る図書資料は原則として 2冊(部・種)とする 0

1 図書資料の貸出期聞は 14日以内とする。

8 個人貸出しを受けようとする者κ叶ずる個人登録票は各館ごとに交付する。

(団体貸出)

第 10条 図書資料の団体貸出しを受けようとするものは、団体登録票κよらなければなら

ない。

2. 団体登録票は社会教育団体、官公著、会社、学校等の代表者の申請Kより館長が

審査の上適当と認めた場合に交付する。

5 団体登録票の有効期聞は 1年とする。

4 館長は、図書資料の団体貸出しを受けた機関、または団体の代表者K対しその利

用状況κついて報告を求めることができる。

5. 同時K団体貸出しのできる図書資料は原則として 100冊(部 ・種)以内とする 0

6. 同ーの図書資料の団体貸出期聞は 5か月以内とする。

-]6-

開館時間と休館日

館 名 開 館 時 間

日 1 0時 30分-17時 30分

中央館 火・土 1 2時 00分-1 9時 00分

水・木・金 1 2時 00分-17時 30分

毎日 1 3時 00分-17時 00分

分 館 ただし若葉分館は

日曜日のみ 1 0時 30分-17時 00分

※ 中央館児童室は 11月 3月までは毎日 17時閉館

4月-10月までは毎日 17時 30分閉館

休館日はこのほかκ

毎月第 5日曜日

国民の祝日(この日が月曜日の場合は翌日)

年末年始

5. 将来計画

図書館の建設は調布市の長期計画κ基いて進められている。

休館 日

月曜 日

第 4金曜日

月曜 日

金曜 日

基本的削主、下記の三原則を満たす分館配置をすること Kよって、市内の"どこでも"

"だれでも"気軽κ利用できるよう Kすることκある。

(1 ) 人口 2万κーツの図書館

(2) 半径 800メートノレKーツの図書館

(3) 二ツの小学校区κーツの図書館

具体的刷工全市VL1 1の図書館を建設し、別表Cn -1 )のとおり配置しようとするもの

である。

計画κ叶ずる実施状況としては、昭和 50年度κ若葉分館か開館したこと Kよって、全部

でP館が積極的な図書館活動を実施している。
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残る未設置地区は、染地地区と佐須地区であり、その地区の分館建設が望まれる。更κは機

能的な面から中央館の役割を果すことのできる本格的中央館の建設が必要である。

(新中央館構想)

昭和 41年κ現在の中央館が設置されて以来、当市κおける図書館活動は年次活発化し、市

民の学習意欲も高まって来た。

5号207人で、登録率230，994冊κ達し、登録者数民その蔵書数は、昭和 53年度末で

22. 4パーセントとなっている。

このような状況にあって各分館の中枢機能宏果すべき中央館がせまし機能的にも‘全ての面で

支障害?きたしている。したがって早急κ近代的な設備をととのえた新中央館の建設が望まれて

L、る。

今まで考えられてきた新中央館は、調布市のほぼ中央κ当る調布ク丘 1丁目近辺κ約 4，500

11lの床面積を持つ単独鎗(図書館以外の施設との複合施設ではない建物)であった。しかし現

実Kはその用地毛?求めることが困難であり、また、たとえ用地が得られたとしても多額の費用

を費して得た用地の高度活用を考えるとき、当然図書館の上K他の施設を積み重ねなければな

らないだろう。その積み重ねる施設がどのような施設であっても良いわけがない。やはり望ま

しいものは社会教育関係の施設である。
唱
一
仰
官

そこで新中央館の建設を、この時点で新たκ考えるとき、社会教育の総合施設と して考えて

いかなければならないのである。つまり、新中央館の建設Kあたっては、調布市κおける社会
h

創
世
総
帥
御

教育をどう進めていくかという総合的社会教育計画女考えて取り組まなければならない。

幸いにして調布市κは表玄関κ当る調布駅前κ教育施設(公民館)があり、今まで十数年間

N

鋸
時
酎
蜘

社会教育施設として大きな役割を果してきた。この位置κこそ社会教育総合施設の建設が望ま

れるものである。

それは、ただ単vc図書館・公民館の併設Kよる複合館ということではなく、社会教育行政機

関としての機能と実施機関としての機能を有する総合的な施設、つまり社会教育会館として、
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調布市をよりよい地域社会K していくためのあらゆる知的サービスが実現できる体制を整え、

その中κ図書館を位置づけ、その役割を果していかなければならな、、

Q
U
 

唱

a--



更Kは機

ヒし、市

、登録率

ての面で

塁まれて

94，500 

，かし現

zの愛用
Tればな

tり望ま

:考えて

Pる社会

、。

a数年間

tが望ま

言行政機

して、

整え 、

Jff 

中

市

e圃有情世m
.相叫・ 111

百

鷹 市

ιΐϳ,0ῖι図書館配置図

- 市立図轡館の位鐙
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昭和 54年 5月31日現在

主京\~ 中央館 国領分館 つつじク丘 深大寺分館 神代分館 宮の下分館 富士見分館 緑ケ丘分館 若葉分館分館

竣工年月 日 41. 3. 31 44. 3. 31 45. 3. 28 46. 2. 28 46. 3.31 47. 3. 31 49. 3. 31 4担 3.31 50. 3. 31 

開 館 日 41. 6. 10 44. 8. 14 45. 7. 20 46. 7. 24 46.10. 1 47. 7. 24 49. 7. 20 49. 7. 20 児童人室窒 田.4.12 
成 50.7. 5 

建設費(千円) 17，348 9，1 20 3，77 4 1 3，800 17，080 1 8，000 30，7 9 3 30，1 90 77，654 

敷地面積 (m2) 628 1.723 憎 26呪8 826.2 1，980 2，000 1.653 (借)800 878.64 

土地購入費(千円) 市有地 53，1 00 借 地 27，497 84，000 80，000 1 62，000 借 地 市有地

建構 構 進 鉄筋2階建 鉄筋の階上
コンクリークト 鉄骨平家 鉄筋の階上 鉄筋の階上 鉄筋の階上 鉄骨平家 鉄筋コマ~雇通フロツ

物
の造 併設 ・単独 単 保育園併設 単 単 保育園併設 保育園併設 保育園併設 単 単

所 在 土也
布団 国領町 面つつじク丘 深大寺町 西つつじケ丘 上石原 富士見町 緑ク丘2-25若葉町 3-16-13I 4-17-5 3-12-1 4-23-6 2，266-14 1 -40-5 3-34-10 2-3-26 

電 話
88-5111 84-2000 85-2000 85-3350 85-0054 86-5798 85-4376 300-7672 309-3411 
内 483~4

床 面 積 (nの 609.3 304 1 1 3 249 339 324 324 240 51 5.5 

職 員(司書) 9 (6) (3) (2) (2) (3) (3) (2) (3) (5) 

蔵書能力(冊) 50.000 30，000 1 0，000 24，000 26，000 23，000 20，000 20，000 34，000 

般 室 251rrf 157.5m
2 23.8 rrf 1 06. 9rrf 135 m2 137.1rrf 101.5rrf 1 22rrf 21 0.2 srrf 

施
子ども室 45m

2 82.5rrf 48.3 rrf 62.7rrf 67.匂η2 S1.2rrf 51.2rrf 60rrf 1 30.5 rrf 
設

30 rrt 67. srrf 54rrf 64 rrf 成児人童用 66.42rrll
の 集 会 室

な し な し な し な し
用 30 m2 

概 成人用座席 60 30 4 24 30 32 24 20 24 

況
児童用座席 30 30 ( 1 8 ) 30 30 30 30 30 40 

冷暖房設備 有 有 有 有 5 4年度設備工事予定 有 有 有

況状設施

l
N
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司書6事務職 7管理職2※中央館職員 15名(内訳)
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227. 5 d 床面積約2階2階)床面積約 381.8 d 1階

( 1階)

成人読書室。
。由.由

雑誌新聞

閲覧コーナー 上屋レフwンス室

• • 児童図書室o
o
o
d‘
 

開架書架

階段

事務室

• 
凡 I

• 
ヨ・・38.000 -:= 

力

区 5子 形 式 台(連)数

木 製 書 架 5列 5段 ? 台

児 2列 5 段 (傾斜) 1 台

2列 5段 6 台

童 2 ~Ij 3段 (傾斜) 5 台

2列 2段 1 台

用 4列 4段 2台

絵本用書架 1列 2段 2台

雑誌用差込書架 2列 5段 1台

能書蔵

力

区 分 形 式 台(連 ) 数

スチーノレ書架 単式 1連 7段 2台

11 2連 7段 1 4台

11 4連 7段 4台
成

複式 2連 7段 1台

11 3連 7段 1 4台

集 密 書 架 単式 1連 7段 1台
人

複式 1連 7段 5台

雑 誌 用 書 架 3 8誌用
，、

2台

2 4誌用 2台

パンフレット用書架 也、 6段 1台
用

5 段 1台

ステーノレ製 6段 1台

新 間 架 7段 5台

展 刀Z 用 書 架 2連 2段(スチーノレ製ガラスクース) 4台

2段 (ガラスクース) 1台

能書蔵
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床面積約 30411l 

約 11311l床面積
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子ども室

1 5，440 頃ト一一一一

0
0
0
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一
【

非

常

階

段

ベ

ラ

ン

ダ

• 
成人閲覧室

架架書開

室

• 
重児

事

務

室

ー守

区 分 形 式 台(連)数

成
スチー ル 書 架 単式 2 連 6 段 2 台

単式 5 連 6 段 5 台 ， 
人

複式 2 連 6 段 2 台

用 木 製 書 架 低書架 2 台

雑誌 用 書架 5 6 誌用 1 台

パンフ用 書架 4Eコ2、

木 製 書 架 5 列 5 段 6 台・
児

低書架 2 連 5 段 2 台

童 絵 本 用 書 架 2 台

ス テー ル 書 架 単式 5 連 6 段 1 台
用

単式 2 連 6 段 A仁コa、

モー 6，260 

力官E書建主

4，500 
、/、、

区 分 形 式 台(連)数

ス チ ーノレ 書架 単式 3 連 6 段 1台
成 複式 5 連 6 段 1 1台

単式 2 連 7 段 3台
人 複式 2 連 6 段 2台

木 製 書 架 中置 4 連 5 段 2台
用 雑 誌 用 書 架 5 8 誌用 1台

パンフレッ ト書架 2台

新 聞 架 6 紙用 1台

木 製 低 書 架 (特) 2 連 3_段 1台

木 製 書 架 2 夢Ij 5 段 1台

児 11 5 列 5 段 8台

11 (特) 2 連 5 段 4台
童

用
H 4 連 5 段 1台

11 低書架 2段 W 2200 2台

絵 本 用 書 架 差込形 2 連 5 段 1台

23，000 ~ 

力能書

階

段

蔵
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床面積約 24911f 

床面積約 33911f

一-，;・.唖-4，5 00 

。。凹，
H

H

神代分館
(縮尺 1/300)施設平面図深大寺分館

子ども室室会集

。。的
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h• 

成人閲覧室

ー
印

-
c
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o
l
-
-
l
'
'

成人閲覧室

o 

開架書架

スロープ

子ども室。4T
‘
由
同

1 9，000 

22，500 唱さ

一一一一旨~ 

ヨー

カ

区 5:r 形 式 台(連)数

スチーノレ書架 単式 2 連 7 段 5台

11 2 連 6 段 1 台
成

H 2 連 5 段 5台
11 2 連 4 段 2 台

人
複式 4 連 7 段 7台

展 刀て 用 書 架 W1  8 。。 1台
用 雑 誌 用 書 架 5 8 誌用 1 台
ハンフ用 書架 1台
新 開 架 6 紙用 1 台
木製文庫用書架 5 台
木 製 書 架 5 列 5 段 8台児

2 列 5 段 1 台
童

低書架 4 連 5 段 2台用

絵 本 用 書 架
上 2段展示用

2 連 2台
下 1段絵本用

能書蔵

力

区 分 形 式 台(連)数

スチーノレ書架 単式 6 連 7 段 2 台

成
11 2 連 4 段 4 台

H 1 連 4 段 1 台
人

複式 5 連 7 段 8 台

用 雑 呈防土U 用 書 架 5 8 誌用 1 台

パンフ用書架 W 9 。。 1 台

新 開 架 6紙用 1 台

木 製 書 架 5 列 5 段 8 台
児

低書架 2 連 4 段 3 台童
用 展示式複式2連 2段 2 台

能書蔵

-26-
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床面積約 32411f

2 6，0 0 0 ョ，

事務室

子ども室

(縮尺施設平面図

開架書架
• 

の下分館

. 
'¥ 

唖壬

力

区 分 形 式 台(連)数

スチール書架 単式 4 連 7 段 1台

成 複式 4 連 7 段 4台

人
H 5 連 7 段 5台

木 製 書 架 2 連 5 段 2台
用

展 用 書 架 W1  800  1台刀言

雑 誌、 用 書 架 3 8誌用 2台

パンフ用書架 1 台

新 聞 架 6 紙用 1台

木 製 書 架 5 列 5 段 5台
児

2 列 6 段 1台
重

1 列 5 段 1台
用

低書架 2連 4段 4台

絵 本 用 書 架 中置 2連 5段
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能書蔵力

区 分 形 式 台(連)数

スチール書架 単式 4 連 7 段 1台

成 11 3 連 7 段 1台

複式 6 連 7 段 4台

人 H 5 連 7 段 1台

木 製 書 架 6 連 6 段 1台

用 展 刀言 用 書 架 W1  8 。。 1iJ-

雑 誌 用 書 架 3 8 誌用 1台

バンフ用書架 1 台

新 聞 架 6紙用 1台

木 製 書 架 2 連 5 段 3台

児
2 連 4 段 5 台

2 速 2 段 1 台

童
5 連 2 段 2台

絵 本 用 書 架 中置複式 2連 5段 1台

用
上2段展示用 複式2連 1台
下1段絵本用

-28-
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1/300 ) (縮尺施設平面図若葉分館1/300 ) (縮尺施設平面図富士見分館

1階床面積約 255.8.，，{ 

ラー

おはなし室

重室児

ョ.2 6，0 0 0 

丘二こっ

‘号

20，500 a...-司、
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-
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1
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1
1
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小
。
。
由
.
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ψ

床面積約 324.，，{ 

• 
開架書架子ども室

一一一一長1 4，500 4壬一一一一一一

力

区 分 形 式 台(連)数

児
木 製 書 架 1速 7段壁面式 20台

児 1 連 2段 11 2台
重 絵 本 用 書 架 2連 4段(中置) 2台

重 室 1連 4段( 11 1台

用
上部展示下部 2段 (11 ) 2台

お 木 製 書 架 6連 5段壁面式 1台4主

を 5連 6段 11 1 台
室

成
フクシフ〆
木 製 書 架 1 連 7段壁面式 2台

雑 誌 用 書架 2 8 誌用 2台
人 ユノ

新 開 架 6 紙用 1台グ

用
. 
コ

よ

能書蔵
力

区 分 形 式 台(連)数

スチール書架 複式 5 連 7 段 3台

成 2 連 7 段 7台

単式 5 連 7 段 1 台

人 5 連 5 段 1台

展 刀= 用 書 架 W 9 。。 1台
用
雑 圭m土"、 書 架 2 誌用 5 台用 2 

パンフ用書架 1台

新 聞 架 5 紙用 1台

木 製 書 架 3 列 5 段 2台
児

2 列 5 段 5台

童 2 連 4 段(傾斜) 2台

用 2 連 5 段(傾斜) 5台

上 1 段展示用
絵 本 用 書 架

下 2 段絵本用}
2台

官E書蔵
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2 階

ノヤレコニー

蔵書能力

区 分

木 Z提 書 架
成

人

用 スチール 書架

2階床面積約 259.6 nl 

集会室

c:::=:=ヨ ノミλ〆コニー

開架書

形 式 台(連)数

1連 7段壁面式 29台

1連 2段 " 5台

1連 2 段 " 1台

複 式 4連 7段 4台

" 4連 7段 片 面 1台
ファイ リング

-32-

ϴ蔵 書 数

蔵書は図書館の生命であり、良い資料合選ぶことは専門的知識と永年の経験念必要とする。

新鮮で質的κす ぐれた十分な図書資料が用意されていなければ、図書館としての役割は果しえ

ない。しかし地方財政のきびしい折、 図書購入費が計画通り予算化できず年間購入冊数の最低

限度を大きく下まわり、蔵書計画κ大きな支障害?ぎたしている。

1.年度別蔵書冊数 表 (ϴ一 1) 

昭和 53年度末の蔵書冊数は、第一号分館が開館した 10年前と比較して約 Z7倍となっ

ており、市民 1人当りの蔵書数も当時 0.2冊であったものが、 53年度附主1.32冊と増加

してきた。

欧米等の図書館先進国の水準は、市民 1人当り 7冊-10冊を保障しており、昭和 45年

K発表された都の図書館振興施策の中でも当面の目標として 1人 4冊をうち出している。こ

れらの数と比較すると本市Kおける図書の保障率が非常κ低いということがわかる。

2. 館別分類別蔵書冊数 表〔ϴ-2 ) 

中央館をはじめ 7- 8年以上前K建設された分館等は、蔵書能力の限界事?とえつつあり、

保存用の図書念別の場所K移つしていく必要がある。

しかし、現中央館をはじめ各分館にも保存用スペースは全くなく、現在、公民館等を利用

してタ・ンポノレ箱κ詰めて保存しているのが現状である。今後分館建設Vてあた っては、十分な保

存用スペース含確保していく必要があり、さらに、総合的な資料センター(新中央館)の早

期建設が望まれる。

5 分類別購入冊数 表〔ϴ -3)

図書購入の際、中央館と分館の選択基準が明確Kあらわれている。中央館の場合は、比較

的ポピュラーな文学書は出来るだけ抑え、歴史、社会科学、総記の中で個人全集等の積極的

収集をはか った。分館『ておいては、それぞれの地域性を考慮κ入れながら基本的な資料とポ

ピュラーな資料とをあわせて収集をしてきた。

尚、つつじク丘分館の成人用図書は、若葉分館に吸収され、若葉分館からの配本(常時

3000冊影所蔵)vcよって賄っている。

4. 分類別寄贈冊数 表 Cm -4 ) 

昭和 51年度κ実施した、図書の寄贈キャンペーンKより今もなお日常的。て市民からの寄

贈があり、図書館の受入基準と照し合せ可能な限り 受入れたしてきた。
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ΐϳ 3ῖ 開館日数と開館時間

工〉¥L 4 5 6 7 8 ? 

中
火曜・土曜 8 6 6 ? ? 8 

央
日 曜 4 5 5 4 5 5 

館
平 日 1 1 5 8 1 1 1 3 1 1 

計 2 3 1 4 1 7 2 4 25 2 2 

圏 領 分 館 2 0 1 3 2 0 2 1 2 2 1 9 

つつじク丘分館 2 0 1 3 2 0 2 1 2 2 1 9 

深大寺 分館 2 0 1 3 2 0 2 1 22 1 9 

神 代 分 館 2 0 1 3 2 0 2 1 22 1 9 

宮の下 分館 20 1 3 2 0 2 1 2 2 1 9 

緑ク丘 分館 2 0 1 3 2 0 2 1 22 1 9 

富士見 分館 2 0 1 3 2 0 2 1 2 2 1 9 

若
日 曜 4 3 5 4 5 5 

葉
平 日 1 6 1 0 1 7 1 7 1 9 1 6 分

館
計 2 0 1 3 2 0 2 1 2 2 1 9 

~ 計 1 8 3 1 1 8 1 7 7 1 9 2 1 98 1 7 4 

各館の開館時聞は、月Ij表のように曜日によって異っている。

中央館の場合は、週 2回(火曜・土曜)夜間の利用者への配慮から開館時聞を 1時間 30分延長

をしている。

又、日曜日については、午前中からの利用κそなえ、中央館、若葉分館(大型分館)は、平常

の開館時聞を早やめ、午前 10時 30分から開館している。

5月の開館日数が平常の月より下回っているのは全館特別整理(曝書)のため、叉、中央館は、

6月K冷暖房設備工事のためそれぞれ開館日数が少なL、。

深大寺分館の 1月-3月までの期聞は、集会室増築工事及び事務室、児童室移設工事のため臨時

休館をした。

1 0 

8 

4 

1 1 

23 

2 0 

2 0 

2 0 

2 0 

2 0 

2 0 

2 0 

4 

1 6 

2 0 

1 8 3 

~ 計
1 1 1 2 2 5 

日 数 時 間

8 8 7 8 ? 9 4 6 58 

5 3 5 2 3 3 8 26 6 

1 1 ? ? 1 1 1 2 1 2 2 6 7 1 

2 2 2 0 1 9 2 1 2 4 254 1 5 9 5 

2 0 1 7 1 7 1 8 2 0 227 9 0 8 

2 0 1 7 1 7 1 8 2 0 227 9 0 8 

2 0 1 7 。 。 。 1 7 2 6 88 

2 0 1 7 1 7 1 8 2 0 227 9 0 8 

2 0 1 7 1 7 1 8 2 0 2 2 7 908 

2 0 1 7 1 7 1 8 2 0 227 9 08 

2 0 1 7 1 7 1 8 2 0 227 9 0 8 

5 3 5 2 5 3 8 24 7 

1 7 1 4 1 4 1 6 1 7 1 8 9 756 

2 0 1 7 1 7 1 8 20 227 1 0 0 3 

1 8 2 156 1 3 8 147 1 6 4 2 0 1 2 8 734 

※各館の曜日別開館時間

平 日 日 曜 火・土曜

中 央 館 5. 30 7 7 

若葉分館 4 6. 30 4 

その他の分館 4 4 4 
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ϴ蔵書数

蔵書は図書館の生命であり、良い資料事?選ぶととは専門的知識と永年の経験を必要とする。

新鮮で質的にすぐれた十分な図書資料が用意されていなければ、図書館としての役割は果しえ

ない。しかし地方財政のきびしい折、図書購入費が計画通り予算化できず年間購入冊数の最低

限度を大きく下まわり、蔵書計画VL大きな支障かきたしている。

1.年度別蔵書冊数 表(ϴ  -1 ) 

昭和 53年度末の蔵書冊数は、第一号分館が開館した 10年前と比較して約 Z7倍となっ

ており、市民1人当りの被害数も当時 0.2冊であったものが、 53年度刷工1.32冊と増加

してきた。

欧米等の図書館先進国の水準は、市民 1人当り 7冊-10冊を保障しており、昭和 45年

K発表された都の図書館援興施策の中でも当面の目標として 1人4冊をうち出している。こ

れらの数と比較すると本市Kおける図書の保障率が非常K低いということがわかる。

2. 館別分類別蔵書冊数 表〔ϴ -2)

中央館をはじめ 7-8年以上前κ建設された分館等は、蔵書能力の限界事?こえつつあり、

保存用の図書を別の場所K移つしていく必要がある。

しかし、現中央館念はじめ各分館にも保存用スペースは全くなく、現在、公民館等を利用

してタ・ンポノレ箱κ詰めて保存しているのが現状である。今後分館建設にあたっては、十分な保

存用スペースを確保していく必要があり、さらに、総合的な資料センター(新中央館)の早

期建設が望まれる。

5 分類別購入冊数 表〔ϴ-3)

図書購入の際、中央館と分館の選択基準が明確にあらわれている。中央館の場合は、比較

的ポピュラーな文学書は出来るだけ抑え、歴史、社会科学、総記の中で個人全集等の積極的

収集をはかった。分館κおいては、それぞれの地域性を考慮κ入れながら基本的な資料とポ

ピュラーな資料とをあわせて収集をしてきた。

尚、つつじク丘分館の成人用図書は、若葉分館VL吸収され、若葉分館からの配本(常時

3000冊令所蔵)によって賄っている。

4 分類別寄贈冊数 表(m -4 ) 
昭和 51年度κ実施した、図書の寄贈キャンペーンKより今もなお日常的K市民からの寄

贈があり、図書館の受入基準と照し合せ可能な限り受入れをしてきた。

-35ー

5. 分類別除籍冊数 表(ϴ -5 ) 

各館とも総体的K蔵書の鮮度が低下し、新刊毛?配架しても書架の中で埋もれてしまう傾向

κある。従って陳腐化した蔵書を取り除き蔵書の鮮度を一定VL保って」、かなければならなL、。

一般的κは、年間購入冊数の 30%を寅替え分として考えなければならないとされている。

6 館別蔵書計画試案 表〔ϴ-6 ) 

中央館、国領分館等は、収容冊数の限界を越えて所蔵すること Kなっているが、将来の新

中央館に向けてのストックを含めての冊数であり、保存用スペースとして一定の場所を確保

していく。

新中央館の建設宏昭和 60年度と想定した場合に市民 1人当り 2冊強を保証することK

なり、将来的Kは、欧米諸国の水準κ近づけてL、く様各館の蔵書収容能力の拡大(各館にお

ける増攻築工事)をはかる必要がある。
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表〔ϴ-1ῖJ 

年度 41※ 

構成

冊数

分類
比伺

O.総 記 492 5.3 

1.哲学宗教 455 4.9 

2.歴史地理 898 虫7

3.社会科学 1.069 11.6 

4.自然科学 442 4.8 

5.工学家庭 321 3.5 

6.産業交通 213 2.3 

文芸術スポーツ 467 5.0 

8. 藷ロロ 弓'"子4 1 95 2.1 

呪文 弓'"子4 3.394 36.7 

計 ス946 86.0 

指 数 100 

児 童 書 1.308 14.0 

指 数 100 

i口b‘ 計 ヌ254 100 

指 数 100 

市民 1人当タ 0.07冊

※調布市立図書館創設年度

44 

構成

冊数

比悌

1.182 4.0 

1.252 42 

2.516 85 

3.354 11.3 

1.436 4.8 

1.1 51 3.9 

387 1.3 

1.349 4.5 

666 22 

8.848 29.8 

22.142 745 

279 

7.570 25.5 

579 

29.712 100 

321 

020冊

年度別蔵書の推移(昭和 44年度 昭和 53年度)

45 46 47 48 49 50 

構成 構成 構成 構成 構成 構成

冊数 冊数 冊数 冊数 冊数 冊数

比伺 比伺 比伺 比偶 比側 比悌

1.400 3.6 1，7 38 3.2 2.169 2.9 3.337 3.1 5.076 3.3 6.137 3.3 

1.415 3.6 1.658 3.1 2.172 2.9 3.000 2.8 3.860 25 4.638 25 

3.061 7.9 4β26 7.5 5.771 7.6 ス964 7.4 10.502 6.9 13.047 7.0 

4.403 11.3 5.450 10.1 7.581 10.0 11.583 10.7 14β02 9.7 17.323 呪5

1.850 4.8 2.487 4.6 3.545 4.7 5.219 4.9 6.7 62 4.4 8.261 45 

1.647 4.2 2.372 44 3.394 4.5 4.765 4.4 6，582 4.3 8.086 4.4 

492 1.3 632 1.2 913 1.2 1.315 1.2 1.897 1.3 2，349 1.3 

1，7 43 4.5 2.540 4.7 4.018 52 5.835 5.4 8.288 54 1 0，41 8 5.5 

884 2.3 950 1.8 1.171 1.5 1.467 1.4 1.809 1.3 2，383 1.3 

11.1 73 28.7 13.144 244 18.77 6 24.7 29.085 27.0 39.423 25.9 48.740 27.0 

28.068 722 34.997 65D 49.510 652 73.570 68.3 99.001 65.0 1 21.382 66.3 

353 440 623 926 1.246 1.528 

10.834 27.8 18.810 35.0 26.365 348 34.157 31.7 53.375 35.0 61.570 33.7 

828 1.438 2.015 2，611 4.080 4，707 

38.902 100 53.807 100 75.875 100 107，727 100 152，376 100 182.952 100 

420 581 820 1.164 1.647 1.977 

0.27冊 0.33冊 0.63冊 O.何冊 1.07冊

「十一主 ーー-ー=

51 52 53 

構成 構成 構成

冊数 冊数 冊数

比例 比側 比例

6.795 3.3 7.345 3.4 7.825 3.4 

4.972 24 5.403 25 5.791 25 

14，515 7.1 15.538 ヱ2 17.040 ヱ4

19.392 9.5 20.817 9.6 22.450 呪7

8.964 44 呪925 4.5 10.538 4.6 

呪166 45 10.022 4.6 11.035 4.8 

2.544 1.3 2825 1.3 3.096 1.3 

11.583 5.7 12.901 6.0 13.972 6.0 

2.523 1.2 2.788 1.4 3.006 1.3 

55.962 27.6 60.017 27.8 64，654 28目。

1 36.41 6 67.0 147.581 68.3 15呪407 69.0 

1.717 1.857 2.006 

67.312 33.0 68.412 31.7 71.587 31.0 

5.146 5，230 5，4 70 

203.728 100 215.993 100 230.994 100 

2，202 2.334 2A97 

1.18冊 1.24冊 1.32冊

-37-38-



報

車

〈

盤

31 

~と 中央館 国領分鎗 つつじク丘分館 深大寺分館 神代分館 宮の下分館 緑ク丘分館 富士見分館 若葉分館 計 ヲら

総 記 2. 7 8 6 558 4 8 3 6 2 3 4 7 2 278 1. 6 6 1 964 ス825 3. 4 

哲学 . 宗教 2. 1 0 0 6 8 7 5 0 4 6 7 1 467 408 2 9 4 660 5.7 9 1 2.5 

歴史 . 地理 4.9 3 1 2.1 2 1 1. 8 8 7 1. 8 3 8 1. 7 9 5 1. 1 1 9 1. 0 20 2.3 29 17， 040 7.4 

ネ士 会 科 弓~ら 8. 1 5 0 3.0 02 1. 8 8 9 2.328 1. 8 7 3 1. 35 3 1. 2 9 9 2.556 2 2.450 虫7

自 然 科 弓，u子4 2. 6 7 8 1. 4 7 6 1. 2 3 3 1. 0 9 9 1. 2 0 1 6 74 778 1. 39 9 1 0.5 3 8 4.6 

工学 . 家庭 1. 9 2 2 1. 3 9 9 1. 3 0 5 1. 3 3 8 1. 1 5 2 1. 0 2 6 889 2.0 04 1 1. 0 3 5 4.8 

産業 . 交通 86 0 3 7 5 294 3 74 301 283 2 1 5 3 9 4 3.09 6 1. 3 

芸術・スポーツ 3.3 7 1 1. 6 4 9 1. 6 6 8 1.5 5 5 1. 5 3 6 1. 0 4 5 989 2. 1 5 9 1 3.9 7 2 6. 0 

語 ~子ι 855 3 8 1 307 280 323 245 196 419 3.0 0 6 1. 3 

文 そ'!f- 1 4.6 7 9 7. 9 6 2 6. 5 2 8 7， 9 4 7 5. 7 3 2 6. 0 8 2 5.3 0 1 1 0.4 2 3 6 4.654 2 8.0 

計 4 2.3 3 2 19.610 。 16.098 1 8.0 5 3 1 4.8 5 2 1 2.5 1 3 1 2.6 4 2 2 3.3 0 7 159.407 6呪O

児 童 書 1 3.0 6 7 ス436 7. 2 7 9 7， 2 4 0 7， 6 1 1 7， 0 3 9 6.8 7 7 7， 1 6 5 ス873 7 1. 587 31.0 

4口~ 計 55.399 27.046 7， 2 7 9 2 3.3 3 8 25.664 2 1. 8 9 1 19.390 19.807 31.180 230.994 1 0 0 

3 . 54 

ι 

τ=、
口宍

思

京

a.t::: 
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表〔ϴ- 3ῖ ι

ιι

kぐ 中央館 国領分館
つつじク丘 深大寺

神代分館
宮の下 緑ク丘 富士見

若葉分館 計
分館 分館 分館 分 館 分 館

ヲら

総 記 1 82 33 1 8 42 34 21 95 88 51 3 2. 6 

哲学・宗教 69 20 25 52 22 25 40 40 293 1. 4 

歴史・地理 71 2 1 00 1 1 0 1 44 1 21 1 36 1 52 224 1，699 8. 4 

社会科学 549 229 1 23 1 40 1 45 1 35 1 93 291 1，805 8. 9 

自 然科学 1 32 80 64 51 60 62 71 132 652 3.2 

工学 ・家庭 1 70 1 06 1 25 1 60 1 2.0 1 44 85 31 9 1，229 6. 1 

産業・交通 37 33 24 31 36 46 21 32 260 1. 3 

芸術 ・スポーツ 27日 105 75 1 50 139 1 09 123 200 1，1 7 1 5.8 

歪ロロ五 そ《主f: 42 26 35 27 25 1 5 30 72 272 1. 3 

文 弓且子"' 680 506 431 455 483 463 477 850 4，345 21. 5 

言十 2，843 1，238 1，030 1，252 1，1 85 1， 156 1，287 2，248 1 2，239 6 0.5 

児 童 書 1，631 1， 094 909 6 1 1 618 999 648 7 1 6 776 8，002 39. 5 

合 言十 4.4 74 2，332 909 1，641 1，870 2，184 1，804 2，003 3，024 20，241 1 0 O. 

l
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表〔ϴ- 4ῖ 

館別 ・ 分類別、寄贈冊数

..，. 
トa

hぐ 中央館 国領分館
つつじク丘 深大寺

神代分館
宮の下 縁ク丘 富士見

若葉分館 言十
分館 分館 分館 分 館 分 館

ヲら

総 記 36 4 4 2 5 1 37 1 1 100 3. 8 

哲学 ・宗教 86 27 2 8 1 1 5 23 1 62 6.3 

歴史 ・地理 1 48 24 7 1 6 46 8 7 22 278 10. 7 

社会科学 1 39 27 1 6 1 0 50 1 0 8 23 283 1 O. 7 

自 然科学 53 1 3 5 1 2 7 2 1 2 1 02 3.9 

工学・家庭 29 7 2 7 ? 1 0 6 1 1 81 3. 1 

産業 ・交通 1 3 4 2 7 6 35 1. 4 

芸術・スポーツ 76 14 1 8 2 2 5 1 2 1 20 4. 6 

圭ロ五ロ 弓~ 1 5 2 4 1 4 5 41 1. 6 

文 ~ 296 234 28 79 95 24 1 27 205 1，088 41. 9 

計 891 356 68 158 237 61 1 93 326 2.290 88.1 

児 童 書 89 1 6 45 32 20 36 35 1 9 1 6 308 11. 9 

iロh 計 980 372 45 1 00 1 78 273 96 21 2 342 (2.598 1 0 O. 
」 ー

表ΐϴ  -5ῖ 

館別 ・ 分類別、除籍冊数

ー
品
ω

|

〉竺と 中央館 国領分館
ケコじク丘 深大寺

神代分館
宮の下 緑ク丘 富士見

若葉分館 計
分館 分 館 分館 分 館 分 館

% 

総 記 4 32 1 3 2 29 24 5 1 1 0 1. 8 

哲学・宗教 1 6 8 7 2 5 38 O. 6 

歴史・地理 1 38 67 30 22 90 54 ? 7 41 7 6.7 

社会科学 45 48 31 2 59 1 2 8 206 3. 3 

自 然科学 29 39 6 1 26 1 2 2 1 06 1. 7 

工学・家庭 36 58 6 48 1 1 1 2 2 1 74 

産業・交通 2 2 7 1 2 1 7 0.3 

芸術・スポーツ 39 47 6 4 23 5 1 6 1 2 1 52 2.5 

語 弓片品t 4 1 5 6 2 4 31 O. 5 

文 モ，u子4 1 79 79 1 2 44 1 78 43 1 1 23 569 9. 2 

言十 492 394 1 07 77 473 1 55 72 50 1.820 29.4 

児 童 書 370 742 962 646 282 469 339 323 240 (' 4.373 70.6 

15- 計 862 1，1 36 962 753 359 942 494 395 290 6.193 1 0 O. 
」 ー L..... 



表〔ϴ -6ῖ 各館別蔵書計画試案

扇卜d 堅 54 55 56 57 58 59 60 

中 央 館 5矢500 64，000 68，500 73，000 77，000 81，000 どと三
国領分館 28，500 30，500 32，500 34，500 36，500 38，500 35，000 

つつじク丘分館 ス700 8.7 00 9， 700 1 0，7 0 0 1 1，7 0 0 1 2.7 0 0 1 3.7 00 

深大寺分館 24，500 26，500 28，500 30，500 32，500 34，500 3 6.5 00 

神代分館 26，300 28，300 30，300 32，300 34，300 36，300 38，300 

宮の下分館 23，000 25，000 27，000 29，000 31，000 33，000 35，000 

緑ク丘分館 20，500 22，500 24，500 26，500 28，500 30，500 32，500 

富士見分館 21.000 23，000 25，000 27，000 29，000 31.000 33，000 

若葉分館 33，000 35，000 37.000 3史000 41. 000 43，000 45，000 

染地地区分館 5，000 *10，000 1 4，000 1 8，000 22，000 24，000 26，000 

佐須地区分館 5，000 *20，000 25，000 28，000 31，000 

野ク谷地区分館 5，000 *10，000 1 5，000 

飛田給地区分館

多摩川地区分館

新中央館 内26，500
購入予定冊数 25，000 33，500 40，500 53，500 51.000 50，000 88，000 

廃棄見込冊数 7.500 矢000 1 2，00 0 1 5，000 1 8，0 00 21，000 23，000 

増加冊数 24，500 28，500 38，500 33，000 29，000 65，000 

総蔵書冊数 249，000 273，500 302，000 340，500 373，500 402，500 467，500 
一一一

注 *印は新館開館年度

W 登録状況

分館網の整備とともに図書館の利用者は、年次的κ増加してきた。分館網の建設開始の昭和44

年度からは、その勢いも急激κ伸び昭和 48年度Vては市民の 5人κ1人が登録している。しかし

その後も分館 5鎗が開館されたが登録者の伸びは、鈍化している。昭和 53年度は、前年度との

比較でI:t" 1. 4 %の減少という結果にな っており、その大きな要因として次の様なことが考えら

れる。

石油ショック以来、長びく財政逼迫の中で図書購入費の激減κより新刊購入が思う Kまかせら

れず、利用者のリクエスト等κ対しても十分できない状態であった。本来市民の図書館として機

能していく附主、新しい資料が素早く利用者の手元κ届き、読みたい本がいつでも読める体制を

ととのえておかなければならなL、。

そのためには十分な図書購入予算を確保し、利用者の求めK対して十分応え得るだけの新刊購

入(年間購入)が必要である。

-44ー

% 
20 -

ヲら
15 

ヲら
10 

?ら

5 / 

登録者数
登録率の推移(

奉仕対象人口

/ 
~ 

~ 

/戸/~¥、、

年度 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 

1 年度別登録者数

年度別登録者数は 5呪204名であり、調布市立図書館発足の昭和 41年度念 100とした

場合、昭和 53年度Kは 1272となり約 13倍ということになる。

成人と児童κ別けてみると成人は 10倍以上児童は 21倍以上となる。

2. 町別登録者数 表 (N-2一(J)-(3))

町別登録者数の状況をみると、市内の地域各差が明確に表われている。現在図書館未設置

地区である。飛田給、調布ク丘、佐須等の登録率が他と比較するとかなり低くなっているの

が目立つ。叉、仙川地区については、緑ク丘、若葉の各分館が南北にあるが、日常の生活動

線からはずれる関係で畳録率が低い。

今後、図書館網を整備していく中でこれらのことを十分考慮していく必要がある。

5 館別登録者数 表 (IV-3一(1)-(2) ) 

登録者の状況念館別κみると、各館の登録者数Vてかなりの開らきがあり、多い館の約半分

位の登録者しかいない館がある。今後これらの館では積極的なPR令はかり刺用者の増加κ

努めていくことが課題である。

-45-



4. 職業別登録者数 表 CIV-4)

登録者の約半数を児童(小学生以下)が占めている。これは各地域vcおける分館網の整備

にともなって起きてきた現象と考えられる。各分館の状況事?見ると、神代、若葉の二館を除

いてはすべて児童が一般を上回っていることがわかる。

一般の職業別の内訳を見ると、主婦の利用が最上位で次κ、中学生、勤め人のl債となって

いる。これ全中央館だけでみると、大学生が最上位で次K主婦、勤め人のl願で中学生は五番

目vc下ってしまう。このことは、中央館と分館の機能分担を明らかKすると同時κ中央館の

果すべき役割は大きL、。

5. 学校別登録者数 表 CIV-5一(1)- (2) ) 

この統計は、通常の調査の中では出せない数値なので、登録カードを各学校ごとκ仕訳け

念して集計したものである。これまでの調査は昭和43. 4 7. 5 O. 5 3.年度とろ年ごと K実

施をしている。

学校別の登録状況を見ると、小学校の場合深大寺小と染地小が 50'1'0か下回っており、飛

田給小、相野小がそれvc次いで低い登録率となっている。これらの地区Kは、分館が設置さ

れておらず、児童の図書館利用に関しては困難な地域といわなくてはならない。

中学校の場合も、学校別の格差がかなりあり、近く K分館がある場合とそうでない場合の

状況が現われている、と同時K中学生の行動半径がかなり拡大され、蔵書を多く所蔵してい

る館κ集まる傾向が少しづっ見られる。

6. 学年別登録者数 表 CIV -6 - (1) - (2) ) 

学年男知状況を見ると、小学校の場合、 5年生を頂点として山型の登録率となっている。

高学年KなるK従ってその数は低くな っており、図書館利用以外の行動が増えて来ることに

起因すると思われる。

尚、小学校5年生に対しては、全学校害?対象K図書館利用のガイダンスや、ブックトーク、

読み聞せ、素話等の、協力授業を行っている。

中学校の場合は、 1年生が最も多く全生徒の 65'1'0が登録しているが、 5年生V亡なると、

45%と減少してしまう。

6 - その他

隣接市区登録者数

未就学児童登録者数

表 CIV-7)

表 CIV-7)

-46-

表ΐϵ -2 -(1) ῖ 

年度別・町別登録者数

沿尽 41 44 45 46 47 48 49 

野水・西町

飛田給 401 400 390 687 638 606 

上石原 880 784 818 11，9681 1，794 1.812 

下石原 1，442 1，489 1.日5 2A81 2.241 2A51 

多摩川

富士見 995 930 1，150 992 1，348 巨富
島 1.189 1，157 1.244 1.275 1，620 1.696 

布 回 1.053 926 1，312 403 1.647 1，715 

下布団 1，106 1.004 777 360 424 385 

調布ク丘 782 ‘817 858 

国 領 巨調 2，558 2642 2809 3.092 3260 
染 地 1，654 1.909 2ρ82 2696 2847 2尚2

深大寺 747 995 Eヨ 3，421 3，883 3，917 
佐 須 327 373 432 657 765 774 

柴 崎 370 434 824 1，427 1.705 1，577 

入 間 212 269 257 361 388 320 

東つつじケ丘 171 276 396 372 417 523 

西つつじク丘 551 I 2，3201 巨ヨ 3，509 4P11 3630 
若 葉 212 265 311 325 305 316 

イ山 )11 148 155 170 233 221 385 

緑 ク 丘 313 353 358 488 599 I 2;'911 
菊の台 512 854 822 9日 1，161 1，161 

上ク給 5 

市内小計 14621 17，451 21，762 27，202 29，923 33，位2

調布市外 1，115 2，905 3，710 4899 4;448 4，339 

不 明 42 1，200 

メ口』 言十 3，082 15737 aJ，356 25，514 33;'01 34，372 37，361 

仁コは分館の開館Kよb著しく登録の増加した例

-47ー

(各年度末)

50 51 52 53 

672 575 600 589 

1，743 1，573 1，563 1，367 

2478 2344 2，511 1，326 

1.865 

2;'99 2;'02 2.263 2D83 

1，864 2.219 2，202 1.798 

1，748 1，708 1，765 1.528 

359 55 90 117 

925 936 1，125 1，127 

3，286 3422 3，838 3.795 

2483 2420 2686 2，438 

4~92 4，431 4;'99 4D94 

848 794 851 786 

1，354 1.495 1，498 1，504 

11，2:;ヨ1，298 1，348 1，302 
869 827 930 955 

3β30 3，985 3，793 3，550 

仁司 1，125 1，177 1，103 
877 639 709 694 

2，598 2517 2，566 2291 

1.150 1，422 1，258 1.332 

35780 36P87 37，172 35644 

4618 4;435 4;'07 3，563 

40，398 40，522 41，479 39，204 



表ΐϵ - 2一 (2ῖ 町別登録者数

¥¥¥¥  人口 面積 登録者数 登録率 主要担当館 特記事項

飛 回 給
4，886 2.320 589 1 2.1 

(野水、西町?含む)

上 石 原 7，342 0.7 75 1，367 18.6 (宮)

(宮)下 石 原 7， 1 1 4 0.657 1，326 18.6 

多 摩 )11 ヌ459 1.288 1，865 1 9.7 

富士見町 8，200 0.901 2，083 25.4 (富)

島 町 8，423 0.667 1，798 21.3 (中)

布 田
8，221 0.819 1，528 18.6 (中)

(上布田を含む)

下 布 回 199 0.026 1 1 7 58.8 (中) て、人口が急減して
しま ったための数値

調布 ク丘 6，549 0.672 1， 1 27 1 12 

国 告真 町 19，271 1.580 3，7 9 5 1虫7 (国)

染 地 13，094 1.003 2，4 3 8 1 8.6 

深 大 寺 21，362 4.106 4，094 1呪2 (深)

佐 須 町 4，830 0.686 786 16.3 

柴 崎 町 6，859 0.587 1，504 21.9 (神)

入 間 町 6，7 8 7 0.845 1，302 1 9. 2 (若)

東つつじケ丘 4，379 0.421 955 21.8 

西つつじク丘 1 2，897 0.948 3，550 215 (神)(つ)

若 葉 町 4，806 0.572 1，1 0 3 23.0 (若)

イ山 )11 町 4，801 0.51 3 694 1 4.5 

緑 ク 丘 8，293 0.580 2，291 216 (緑)

菊 野 LEコa、 ス259 0.695 1，332 1 8.3 (国)

市内小計 1 75，031 20.661 35，644 20.4 

調布市外 3，563 

i口L 言十 5矢207 22.4 

(注) 面積総数Kは河川敷等の面積1，1 20及び金子町 0.009女含まなし、。

資料:市民課「住民基本台帳」・計画課「町別面積表J
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登録者分布図
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表ΐ ϵ  -3 -(1)ῖ 年度別║ 館別登録者数
(各 年度 末 )

ぷト¥芝き 4 1 4 4 4 5 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 

中 央 館 2，1 61 7，337 7， 769 8，4 71 ヌ703 呪271 8，310 8，2 88 7，984 8，520 8，262 

国領分館 751 1，41 0 1，598 1，698 1，912 2，022 1，881 1，930 2，1 57 2，1 80 

成 つつじク丘分館 783 967 1，330 1，620 1，266 1，168 1，080 1， 058 996 

深大寺分館 758 1， 1 1 8 1，334 1，322 1，564 1，665 1， 557 1，346 

神代分館 753 1，802 2，524 2，4 67 2，004 2，301 2.324 2，222 

宮の下分館 1，054 1，300 1，271 1，252 1，264 1， 31 5 1，205 

人 緑ク丘分館 920 1， 154 1，201 1，348 1，31 4 

富士見分館 965 1，1 74 1，249 1，287 1， 1 79 

若葉分館 1， 71 7 2，1 09 2，453 2.2 5 3 

計 2，1 61 8，078 役962 1 2，547 16，705 17， 961 18，543 20，202 20，7 8 3 22，01 9 20，957 

指 数 1 00 374 461 581 773 831 858 935 962 1，01 9 970 

中 央 館 921 6，085 6，4 00 6，713 7，422 6，522 5，640 4，842 4.531 4，659 4，4 2 5 

国領分館 1，574 2，058 1，844 1，927 2，140 2，1 71 2，255 2，1 08 2，225 2，058 

児 つつじク丘分館 1，936 2，083 2，211 2，396 2，4 80 2，246 2.343 1， 842 1， 643 

深大寺分館 1，1 90 1， 386 1，475 1，520 1，688 1，605 1，746 1， 473 

神代分館 1，1 37 2，049 2，331 2.359 2，103 2，142 2，023 1，91 8 

宮の下分館 1，601 1，547 1， 630 1，7 54 1，620 1， 644 1，574 

童 緑ク丘分館 1，584 1. 7 61 1，7 68 1，755 1，705 

富士見分館 1，434 1，537 1，564 1，476 1，428 

若葉分館 2.01 0 2，058 2，090 2，026 

計 921 7，659 1 0，394 1 2，96 7 1 6，596 16，411 1 8，81 8 20，196 19，739 1矢460 1 8，25 0 

指 数 1 00 841 1，1 28 1，042 1，802 1，781 2，043 2，1 93 2，143 2，1 1 3 1，982 

中 央 館 3，082 1 3，4 1 2 1 4，1 69 1 5，1 84 17，i25 1 5，7 93 1 3，950 1 3.1 30 1 2，51 5 1 3，1 79 12，687 

国領分館 2，325 3，4 68 3，4 42 3，625 4，052 4，193 4，136 4，038 4.382 4，238 

館
つつじク丘分館 2，7 19 3，050 3，541 4，016 3，7 46 3，414 3，423 2，900 2，639 

.81J 
深大寺分館 1， 948 2，504 2，809 2，842 3，252 3，270 3，303 2，819 

ぷEコh 
神代分館 1，890 3，851 4，855 4，826 4，107 4.443 4，347 4.1 40 

計
宮の下分館 2，655 2，847 2，901 3，006 2，884 2，959 2，7 7 9 

緑ク丘分館 2，504 2，91 5 2，969 3.1 03 3，019 

富士見分館 2，399 2，711 2，81 3 2，7 63 2，607 

表薬分館 3，7 2 7 4，1 67 4，543 4，279 

合 計 3，082 1 5，7 3 7 20，356 25，514 33，301 34，372 37，361 40，398 40，522 41.479 39，207 

指 数 1 00 51 1 661 828 1，080 1， 11 5 1， 21 2 1， 31 1 1，31 5 1，346 1，272 

登 録 率 2.5 1 0.6 1 3.1 1 5.6 1 9. 7 20.1 21.9 23.6 23.5 23.8 22.4 
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表(ΐϵ  -3 -(2)-1ῖ 館別・地域別登録者数

ι 中 央 館 国領分館 つつじク丘分館 深大寺分館 神代分館

成人 児童 計 成人 児童 計 成人 児童 計 成人 児童 計 成人 児童 計ー

飛田給(野水・西町を含む) 166 . 73 239 1 2 2 2 2 

上 石 原 264 63 327 4 4 2 5 1 1 2 2 

下 石 原 461 1 87 648 5 6 

多 摩 ) 11 591 361 952 1 0 4 1 4 2 

富 士 見 町 401 65 466 8 5 1 1 1 5 4 2 3 2 2 4 

島 町 877 652 1，529 1 0 1 1 2 2 2 2 2 

布 回(上布団を含む) 81 7 619 1，436 34 18 52 2 1 1 2 2 

下 布 国 50 36 86 1 5 14 29 

調 布 ク 丘 490 357 847 26 1 7 43 8 2 1 0 1 1 1 1 1 3 1 4 

国 領 町 779 486 1，265 1，1 68 1，281 2.4 4 9 8 1 5 23 5 5 1 1 1 1 2 

染 地 1，059 940 1， 999 21 9 148 367 1 0 5 1 5 2 2 8 8 

深 大 寺 459 182 641 1 1 8 1 9 2 1 5 1，247 1，425 2.672 355 243 598 

佐 須 町 243 1 73 416 94 97 1 9 1 4 4 8 6 2 8 69 70 139 

柴 崎 町 1 1 9 1 1 1 30 93 79 1 72 2 5 4 2 6 627 561 1，1 88 

入 間 町 36 6 42 4 4 1 3 1 8 31 5 2 5 

東 つ つ じ ク 丘 51 7 58 1 1 5 1 6 1 4 1 5 29 62 74 1 36 

西 つ つ じ ク 丘 1 70 1 5 1 85 69 35 1 04 688 1，095 1，783 7 8 536 475 1， 0 1 1 

若 葉 町 58 59 5 1 6 2 5 5 ? 5 1 4 

イ山 )11 町 45 2 47 4 2 6 5 7 1 2 

緑 ク 丘 92 5 97 1 5 P 24 1 1 2 1 3 1 2 1 2 

菊 野 ぷEコ」、 1 4 7 21 1 68 262 281 543 1 25 367 492 2 2 54 52 1 06 

市 内 言十 Z375 4，262 11，637 2，064 2，008 4，072 894 1，534 2，4 2 8 1，293 1.432 2，7 2 5 1，772 1，497 3，269 

調 布 市 外 887 1 63 1， 050 1 1 6 50 1 66 1 02 1 09 21 1 53 41 94 450 421 871 

15- 計 8，262 4.4 25 1 2，687 2，180 2，058 4ヱ38 996 1，643 2，639 1， 346 1，473 2，819 2，222 1，91 8 4.1 40 

-53-54-



表ΐϵ -3 -(2)-2ῖ 館別・地域別登録 者 数

¥¥¥  宮の下分館 緑ク丘分館 富士見分館 若葉分館 i口L 計

成人 児 童 計 成人 児 童 言十 成人 児童 計 成人 児 童 計 成人 児 童 計

飛田給(野水・西町を含む) 1 20 • 220 340 4 5 295 294 589 

上 石 原 403 545 948 31 50 81 706 661 1，3 67 

下 石 原 1 72 243 415 2 2 1 07 1 44 251 3 5 751 575 1，326 

多 摩 ) 11 371 519 890 5 6 978 887 1，865 

富 士 見 町 4 4 8 2 5 699 882 1，581 2 5 1，1 1 9 964 2，083 

島 町 36 2 38 5 3 86 1 21 207 5 1 4 1，020 778 1，798 

布 田(上布団を含む) 5 6 21 7 28 882 646 1，528 

下 布 回 2 2 67 50 117 

調 布 ク 丘 ? ? 7 5 1 0 75 99 1 74 9 ? 648 479 1，1 27 

国 領 町 6 5 ? 5 6 ? 1 0 1 3 3 1 6‘ 2，004 1，791 3，7 95 

染 地 8 5 1 1 5 5 10 7 1 7 7 7 1 4 1，328 1，1 1 0 2，4 3 8 

深 大 寺 4 1 5 5 1 4 65 80 1 45 5 2 7 2，1 51 1，943 4，094 

佐 須 町 5 5 1 1 4 1 5 5 5 436 350 786 

柴 崎 町 2 2 5 3 849 655 1，504 

入 間 町 2 3 509 708 1，21 7 562 740 1，302 I 

東 つ つ じ ク 丘 4 
. 
5 376 334 71 0 516 439 955 I 

西 つ つ じ ク 丘 5 5 6 2 4 6 289 1 57 446 1，765 1，785 3，550 

若 葉 町 5 4 553 462 1，01 5 628 475 1，1 03 

仙 ) 11 町 1 03 1 49 252 1 92 183 375 351 343 694 I 

緑 ク 丘 7 7 900 1， 1 1 6 2，01 6 1 0 1 0 75 36 1 1 1 1，123 1， 168 

菊 野 4口ヘ 2 2 5 5 1 5 1 6 61 0 722 1，332 I 

市 内 計 1，149 1，541 2，690 1，040 1，284 2，324 1， 143 1，401 2，544 2，059 1，896 3，955 1 8，7 8 9 1 6，855 35，644 

調 布 市 外 56 33 89 274 421 695 36 27 63 1 94 1 30 324 2，1 68 1，395 3，563 

'i5- 計 1，205 1， 574 2，7 7 9 1，31 4 1，705 3，01 9 1， 1 79 1，428 2607 2，253 2.026 4，279 20，957 1 8ヱ50 39， 207 
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館別・車業業別登録者数

表ΐϵ -4 ῖ ( S 5 4. 3. 3 1 ) 

中央館 国領分館 つつじク丘分館 深大寺分館 神代分館 宮の下分館 縁ク丘分館 富士見分館 落葉分館 計 係

中 でA比f- 1，23 7 593 268 327 5 41 41 5 394 342 705 4，822 1 2.3 

高 校 1. 3 2 6 3 0 1 60 1 68 272 1 26 1 2 1 1 23 295 2，792 Z1 

大 寸A比・ 1.764 1 88 28 67 1 54 49 37 52 1 55 2.4 9 4 6.4 

動 人 1. 58 4 363 1 70 225 367 206 209 228 351 3，7 03 担4

主 婦 1. 61 8 578 430 469 749 352 473 357 604 5，630 1 4.4 

自 営 1 33 48 9 2 7 34 1 6 1 5 1 9 37 338 0.9 

そ の 他 306 40 8 31 46 1 2 1 8 22 55 538 1. 4 

無 職 294 6 9 2 3 32 5 9 29 4 7 36 5 1 640 1. 6 

計 8，262 2.1 8 0 996 1.346 2，222 1，2 0 5 1，3 1 4 1， 1 79 2，253 20，957 5 3.5 

児 童 4，425 2，058 1.643 1，473 1，9 1 8 1，57 4 1. 7 0 5 1，4 28 2，026 1 8，25 0 4 6.5 

13- 計 1 2，6 87 4，238 2，639 2.81 9 4，1 40 2，779 3，0 1 9 2，607 4.279 5ヌ207 1 00 

32.4 10.8 6. 7 Z2 1 0.6 ス1 ヱ7 6.6 1 0.9 1 0 D. 
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学校別・館別登録者数(小学校)

表ΐϵ -5 -(1) -1ῖ 

忌ト¥
中 央 館 国 領 分 館 つつじク丘分館 深大寺分錯 神 代 分 館

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

第 一 444 60.1 5 

第 1 7 6 577 76.3 

第 60 2 

八 雲 ぷ口」、 412 61.0 260 38.5 

富 士 見 4口A 641 98.5 4 

滝 坂 9 5 47 202 32.8 

深 大 寺 69 21.9 2 1 83 5 8.1 52 1 6. 5 

上 の 原 6 52 6 ? 6 76 8 9. 9 

石 原 46 3 2 5 2 

若 業 5 1 3 5 

野 ) 11 7 33 670 83.2 1 4 

緑 ク 丘 4 1 1 

染 地 358 77.3 98 2 1. 1 

~t の A口A 1 2 824 9Z3 8 

多 摩 ) 11 6 6 1 4.3 

杉 森 489 81.0 1 0 8 1 Z 9 4 

大 町 1 5 224 41.8 279 52.1 1 8 

飛 田 給 40 

柏 野 187 56.0 73 5 6 1 1 8.3 

計 3，046 1，4 52 1， 02 5 1，024 1， 042 

桐 崩 22 4 8 5 1 9 

晃 華 3 7 1 2 ? 1 1 40 

そ の 他 48 8 1 0 3 1 1 8 

J口:>. 計 3，1 53 1， 476 1， 052 1，069 1， 1 1 9 
'---

※ との場合の登録率は全体の登録者数の主な学校κおける占める割合をめらわす。
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学校別・館別登録者数(小学校)
表〔ϵ一 5-(1)ー2ῖ

口三 宮 の 下分館 緑ク丘分館 富士見分館 若 薬 分 館 計

登録者数 登録 率 登録者数 登録 率 登録者数 登録率 登録者数 登録 率 登録者数 登録率

第 2 287 38.8 739 7吸O

第 2 756 75.8 

第 483 85.2 2 1 567 71.5 

八 雲 A口J、
675 71.5 

富 土 見 AEコA、 5 65 1 61.3 

滝 坂 23 329 53.4 6 1 6 7 5.0 

深 大 寺 5 4 31 5 4 Z 6 

上 の 原 5 752 72.6 

石 原 5 2 671 91.4 734 82.8 

若 業 5 903 9 Z 4 927 1 06.8 

野 J 11 2 3 76 805 96.8 

緑 ク 丘 8 7 1 93.8 42 929 9 1. 5 

染 地 7 463 44.8 

北 の dELコs、 2 847 80.3 

多 摩 J 11 393 84.9 4 463 72.5 

杉 森 2 604 62.3 

大 町 536 1 05.9 

飛 回 給 213 84.9 253 54.6 

相 野 5 6 334 55.4 

計 1， 1 0 3 906 1，0 06 1，362 1 1. 966 74.2 

桐 朋 4 7 5 48 1 2 0 

晃 筆 2 4 4 1 0 129 

そ の 他 1 5 3 1 1 6 1 0 1 8 7 

A 計 1， 1 2 4 948 1， 0 3 1 1. 4 3 0 1 2，4 0 2 
Eコ

※ との場合の登録率は全体の登録者数の主な学校における占める割合をあらわす。
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ι中 央 館 国 領 分 館 つつじク丘分館 深大寺分館 神 代 分 館

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

調 布 133 2 9. 2 6 5 1 1 4 

神 代 46 9 269 45.2 265 44.5 

第 392 70.0 1 4 1 2 5.2 5 5 5 

第 四 23 1 6 1 4 0 1 9. 0 34 

第 五 170 3 5.3 

第
ー」

29 227 68.0 54 ? ノ、

第 七 1 34 45.1 107 36.0 4 5 1 7 

第 八 20 ? 8 1 0 

計 947 51 6 213 289 343 

桐 朋 26 2 2 2 ? 

晃 筆 9 2 5 5 1 0 

そ の 他 102 23 1 3 1 5 33 

ぷC3L 計 1，084 543 231 3 1 1 395 

ι
表ΐϵ-5 -(2)ῖ 

宮の下分館 緑ク丘分館 富士見分館 若 薬 分 館 計

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

調 布 3 3 4 259 56.8 3 456 48.7 

神 代 2 3 595 5 0.4 

第 6 5 6 5 560 4 8.2 

第 四 5 2 2 5 1 5 70.0 7 36 83.0 

第 五 306 63.5 4 482 52.7 

第
...L.. 

1 3 3 34 61.7 ノ、

第 七 6 6 1 5 5 297 48.7 

第 /¥ 6 273 74.6 5 34 366 73.5 

言十 360 288 294 576 3，826 56.8 

桐 朋 6 5 2 6 78 

晃 華 2 32 

そ の 他 2 7 29 1 9 55 3 1 6 

.g. 計 395 322 3 1 3 658 4，2 5 2 
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昭和 53年 度 学 校別・学年別登録者数 (小学校 )

表ΐϵ,6-(1)ῖ

二ト¥ 年 2 年 5 年 4 年 5 年 6 年 計
登録率

児童数 登録者数 児童数 登録者数 児童数 登録者数 児童数 登録者数 児童数 登録者数 児童数 登録者数 児童数 登録者数

第 1 56 1 23 1 67 142 1 65 1 27 1 45 1 39 1 50 1 04 148 1 04 936 739 7吸O

第 202 1 39 1 63 11 9 1 59 1 37 1 79 1 36 139 1 09 1 55 1 1 6 997 756 75.8 

第 145 1 03 149 1 0 7 1 32 1 1 0 1 25 92 140 1 06 1 02 49 793 567 71.5 

八 雲 iJ 1 83 88 1 54 1 06 177 1 45 1 64 1 47 1 31 93 135 96 944 675 71.5 

富 士 見 ぷ口4、 1 95 99 1 94 1 26 1 97 1 33 1 56 1 1 2 1 73 1 07 1 47 74 1， 062 651 61.3 

滝 坂 1 56 95 142 1 1 7 1 26 94 1 47 1 1 3 120 82 1 30 1 15 821 61 6 75.0 

深 大 寺 1 1 6 41 1 1 9 47 1 00 49 1 21 68 1 1 5 46 91 64 662 315 47.6 

上 の 原 1 74 1 00 168 138 173 1 30 186 147 165 132 1 70 1 05 1， 036 752 72.6 

石 原 1 72 1 49 142 1 24 1 26 1 1 4 1 68 142 129 1 00 1 50 1 05 887 734 82.8 

若 業 162 1 70 1 30 146 1 51 165 148 1 49 1 60 1 72 1 1 7 125 868 927 106.8 

野 ) 11 1 37 1 31 1 21 1 30 1 38 1 3 0 1 51 1 51 1 37 1 28 1 48 135 832 805 96.8 I 

緑 ク 丘 1 73 1 56 1 68 1 51 1 67 156 1 72 142 1 87 177 148 147 1， 01 5 929 91.5 

染 地 1 83 54 186 83 1 73 89 1 89 76 1 72 97 1 30 64 1，033 463 44.8 

北 の 4E」3、 1 69 125 203 158 1 87 1 65 1 79 148 1 65 1 32 152 1 1 9 1，055 847 80.3 

多 摩 ) 11 129 75 1 08 85 89 85 1 09 78 1 28 87 76 53 639 463 72.5 

杉 森 1 55 80 1 64 1 1 7 192 1 20 172 1 03 1 7 1 1 07 1 15 77 969 604 62.3 

大 町 1 08 1 08 86 95 80 92 68 78 93 88 71 75 506 536 1 05.9 

飛 田 給 81 30 84 53 75 54 91 49 73 44 59 23 463 253 54.6 

柏. 野 1 1 8 48 1 07 43 98 62 95 71 96 54 89 56 603 334 55.4 

計 2，914 1，91 4 2，7 55 2，087 2，7 05 2，1 57 2，7 65 2，1 41 2，649 1， 96 5 2，333 1， 702 1 6，1 21 1 1， 966 74.2 

係 e 65.7 75.8 79.7 77.4 74.2 73.0 

桐 朋 1 5 24 1 4 1 7 31 1 9 1 20 

晃 華 1 2 29 20 1 8 26 24 129 

そ の 他 30 22 47 33 32 23 1 87 

ぷEbコh 計 1，971 2，162 2，238 2，209 2，054 1， 768 1 2，4 02 
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昭和 53年度 学校別・学年別登録者数(中学校)

表ΐϵ -6 -(2)ῖ 

σ、
--l 

7r 年 2 年 3 年 i当1 計

登録率

生徒数 登録者数 生徒数 登録者数 生徒数 登録者数 生徒数 登録者数

調 布 329 1 8 4 299 1 7 3 309 99 937 456 4 8. 7 

神 代 385 237 394 201 402 1 57 1，1 81 595 5 0.4 

第 439 236 396 1 59 326 1 6 5 1，1 61 560 48.2 

第 四 368 353 344 2 7 1 1 7 5 112 887 736 83.0 

第 五 320 206 314 160 2 81 1 1 6 81 5 482 52.7 

第 --'-- 1 44 68 1 4 0 1 09 257 1 5 7 541 334 6 1. 7 ノ、

第守 七 203 1 08 2 1 3 1 3 7 1 9 4 52 61 0 297 48.7 

第 八 1 6 7 144 1 6 1 1 1 8 1 70 1 04 498 366 7 3.5 

言十 2，355 1， 53 6 2，2 6 1 1，328 2，1 1 4 962 6.7 30 3，826 56.8 

¢ 65.2 58.7 4 5.5 

桐 朋 2 0 3 5 23 78 

晃 華 8 1 0 1 4 32 

そ の 他 1 1 3 1 1 0 9 3 31 6 

d口~ 計 1. 67 7 1.483 1. 092 4，252 

表ΐϵ -7 -(1)ῖ 
隣接市区登録者数 (小学校)

。、
∞ 

中 央 館 国領分館 つつじク丘分館 深大寺分館 神代分館
(小学生)

登録者数 比 登録者数 比 登録者数 比 登録者数 比 登録者数 比

狛 江 市 72 39 92 2 

府 中 市

員緩 市 1 1 35 339 

稲 城 市 4 

J 11 崎 市 29 

世田ク谷区 1 0 7 

そ の 他 1 0 5 

(不 明) 1 05 30 1 3 1 8 

13- 言十 242 76 1 05 39 360 

(小学生)
宮の下分館 緑ク丘分館 富士見分館 若葉分館 4口~ 計

登録者数 上ヒ 登録者数 上七 登録者数 比 登録者数 比 登録者数 比

狛 江 市 23 230 1 6.2 

府 中 市 31 1 34 2.4 

一 鷹 市 1 40 1 9 4 549 390 

稲 城 市 4 0.2 

) 11 崎 市 30 2.1 

世田ク谷区 79 97 6.8 

そ の 他 1 76 1 90 1 3.3 

(不 明) 1 1 7 284 20.0 

三E3hh 計 34 433 2 1 1 08 1.41 8 1 00 

表CIVー7一(2)) 隣接市区登録者数 (中学生)

分館 館
一
比

分
一代一

数

神
一
儲登

(中学生)
中

登録者数Z生得者数 比 登録者数
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表〔ϵ一 7一(1)ῖ 隣接市区登録者数 (小学校)

ー∞∞
l

中 央 館 国領分館 つつじク丘分館 深大寺分館 神代分館
(小学生)

登録者数 比 登録者数 比 登録者数 比 登録者数 比 登録者数 比

4自 江 市 72 39 92 2 

府 中 市

J鴬 市 1 1 35 339 

稲 減 市 4 

) 11 崎 市 29 

世田ク谷区 1 0 7 

そ の 他 1 0 5 

(不 明) 1 05 30 1 3 1 8 

i口'>. 言十 242 76 1 05 39 360 

(小学生)
宮の下分館 緑ク丘分館 富士見分館 若葉分館 it 言十

登録者数 比 登録者数 比 登録者数 比 登録者数 上七 登録者数 比

1自 江 市 23 230 1 6.2 

府 中 市 31 34 2.4 

鷹 市 140 1 9 4 549 39.0 

稲 城 市 4 0.2 

) 11 崎 市 30 2.1 

世田ク谷区 79 97 6目8

そ の 他 1 76 1 90 1 3.3 

(不 明) 1 1 7 284 20.0 

i口L 計 34 433 2 1 1 08 1.41 8 1 00 

表ΐϵー7ー(2)ῖι 隣接市区登録者数 (中学生)

ー

司

由

l

(中学生)
中 央 館 国領分館 つつじク丘分館 深大寺分館 神代分館

登録者数 比 登録者数 比 登録者数 比 登録者数 比 登録者数 比

狛 江 市 33 25 33 
5 

府 中 市 4 

l鴛 市 5 
1 4 1 1 7 

稲 城 市

) 11 崎 市 1 0 

世田ク谷区 5 3 

そ の 他 6 

(不 明) 89 22 4 
25 

i口'>. 言十 1 53 50 37 1 6 1 46 

(中学生)
宮の下分館 緑ク丘分館 富士見分館 若葉分館 it コ 計

登録者数 比 登録者数 上じ 登録者数 比 登録者数 比 登録者数 比

Z自 江 市 2 
5 1 5 11 6 20.3 

府 Eド 市 1 8 
23 4.0 

鷹 市 33 5 
1 75 30.7 

稲 城 市

0.1 

)11 崎 市

1 1 1.9 

世田 ク谷区
38 

27 73 12.8 

そ の 他
2 1 1 1.9 

(不 明)
1 9 

160 28.3 

1口h 計 20 72 29 47 570 1 0 O. 



53年度の貸出冊数は、前年度との比較で約5万冊の滅であb、登録者の状況と同僚の結決ι

かムー昭和48年度と昭和49年度を比較すると約1.8倍K急増しているが、 ζれは昭和49作

人当りの貸出冊数を1冊から2冊K増加したととKよるものである。

表(v -1 ) 

ι 

年度別貸出冊数

ιι

在っている。

ιι

設がrl'断ζれは、iJl釘iとと 2~3 年の傾向として貸出冊数の横ばい状態が続いている。

購入費の不足による各館の制生の陳腐化等~起因ナゐと ζ ろが大角図されているととと、

いと思われる。

また、他市の状況を見ると、貸出期聞の匙長と貸出冊数の増冊(一人3n!t)といった貸/1¥

ζの場合には、それK伴う職J~体制の盤側(刑

表(V-2 ) 館別 ・月別貸出冊数2. 

月別Kみると成人 ・児童とも 8月が最高の数値をしめし、夏休み期間中は利用者が急激κ

増加している。

エ
1万6千l冊

告l庄の改正が必要となってきている。但し、

員)が課題となってくる。

~の矧改

事Kともなう休館である。そのため、深大寺分館の貸出冊数は前年度κ比べて、

の滋となっている。

館別 ・分類別貸出冊数

務2昼、児会室及び深大寺分館の1月から5まで臨時休館とあるのは、

表 (V-3) 
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表〔Ⅴ－1, 0 ῖ

ι

年　度　別　貸　出　率　の　推　移

ａ

ｏ

年　　　　　度 41 42 . 43 44 45 46 4 7 48 49 50 51 52 55

貸出率(ﾃﾞ?一色旦f) 0.15 D.37 0.58 0.7 4 1.0ろ 1.28 1.72 １､75 3.18 5.59 ろ.41 5.51 5.2 0

貸出冊数

成　人 4.7 5.5 7.0 6.1 6.6 6.3 6.4 6.5 1 1.06 1 1.7 1 2.0 1 2.1 1 1.7

児　童 6.1 5.ろ 8.2 8.4 9.5 叩 1 1.0 1 1.1 1 7.89 1 8.8 1 7.1 1 7.8 1 7.ろ

登録者数

合　計 5.1 5.ろ 7.6 7.5 8.1 8.1 8.7 8.7 1 4.5 15.5 1 4.5 14.7 1 4.5
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表ΐ϶ -1 -(2)ῖ 年度別貸出冊数 (各年度末)

コトぐ 4 1 4 4 45 46 4 7 4 8 4 9 50 5 1 52 5 3 

中 失 鎗 1 0，1 1 5 47，266 54，543 56，117 5ヌ340 52，965 80，363 84，206 80，093 81.262 75，982 

国領分館 2，1 71 ス409 8，451 号851 1 2，031 22，1 85 22，1 38 21，968 25，1 34 26，938 

成 つつじク丘分館 3，989 6，522 1 0，1 95 1 4，01 6 21，31 4 17，837 1 5，2 4 8 1 6，647 1 4，022 

深大寺分館 3，460 7，348 9，7 3 3 17，524 21，604 23.874 23，504 1 6，492 

神代分館 4，139 1 3，426 19， 083 26，631 28，7 94 32，250 31.567 28，838 

宮の下分館 6，334 ヌ044 1 5，534 15，856 1 5，208 17，112 1 5，61 4 

人 緑ク丘分館 1 0，51 7 16，186 17，614 20，7 77 20，475 

富士見分館 11. 077 16，292 17，334 17，496 1 5，51 4 

若葉分館 1 4，303 26，632 32，082 31.654 

計 1 0，1 1 5 4ヌ437 65，941 78，689 106，494 1 1 6，872 205，145 237，21 6 250，221 265，581 245，529 

指 数 1 00 489 652 778 1，053 1，1 55 2，028 2，345 2，4 7 4 2，626 2，4 27 

中 央 館 5，587 50，334 55，062 60，51 4 72，1 41 58，7 6 7 74，829 71，098 63，687 67，653 60，247 

国領分館 1 3，965 1 8，045 1 6，058 17，699 20，536 30，639 34，307 31，773 32，4'34 30，4 72 

児 つつじク丘分館 25，520 26，278 32，377 36，386 54，648 52，600 40，957 41，531 35，7 40 

深大寺分館 1 4，4 54 17，619 1 7，297 30，846 34，1 23 31，675 32，904 23，943 

神代分館 11，250 24，960 30，7 0 6 41，864 35，4 41 36，642 35，1 35 32，7 47 

宮の下分館 18，353 1ヌ049 32，892 33，056 29，548 31.134 30，1 94 

童 緑ク丘分館 37，880 37，047 35，863 37，438 36，688 

富士見分館 33，1 66 40，673 33，146 33，647 32，422 

若葉分館 40，522 34.4 72 34，262 32，970 

計 5，587 64，299 98，627 128，554 1 83，1 49 182，741 336，764 378，867 337，763 346，138 315，423 

指 数 1 00 1，1 51 1，765 2，300 3，278 3，270 6，027 6，7 81 6，046 6，195 5，644 

中 央 館 1 5，7 02 97，600 109，605 116，631 131.481 111.732 155，192 1 55，304 143，780 1 4 8，91 5 1 36，229 

国領分館 1 6，1 36 25，454 24，509 27， 550 32，567 52，824 56，445 53，741 57，568 57，410 

.g. つつじク丘分館 29，509 32，800 42，572 50，402 75，962 70，4 3 7 56，205 58，178 4呪762

深大寺分館 17.914 24，967 2Zo3o 48，370 55，727 55，549 56，4 0 8 40，4 35 

神代分館 1 5.389 38，386 49，789 68.4 95 64，235 68，892 66，7 02 61，585 

宮の下分館 24，687 28.093 48，426 48，91 2 44，7 56 48，2 46 45，808 

計 緑ク丘分館 48，397 53，233 53，4 77 58，21 5 57，163 

富士見分館 44.243 56，965 50，480 51.143 47， 936 

若葉分館 54，825 61.104 66，344 64，624 

iιコh 計 1 5，7 02 113，736 1 64，568 207，243 289，643 299，613 541，909 616，083 587，984 61 1. 719 560，952 

指 数 1 00 725 1，048 1.320 1，844 1，908 3，4 5 1 3，924 3，7 4 5 3，896 3，572 

-73-74-



館別║ 月別貸出冊数
表ΐ϶ -2ῖ) 

コト¥ご 4 5 6 7 8 ? 10 1 1 1 2 2 5 計 tfJ 

中 央 館 6，058 4，565 4，565 6.7 48 8，728 7，343 6，399 6，256 6，455 6，031 6，546 6288 75，982 31.0 

国領分館 2，1 37 1，606 2070 2，155 2，7 4 7 2，366 2，327 2，449 2.4 38 2，099 2，224 2，320 6，938 1 1. 0 

成 つつじク丘分館 1.21 7 865 1. 1 61 1，253 1，496 1，446 1，228 1，242 1，1 35 899 994 1，086 1 4，022 5.7 

深大寺分館 1.807 1，403 1， 71 1 2，029 2，314 1.925 1，852 1，741 1.710 臨 時 休 館 16，492 6.7 

神代分館 2，344 1，791 2，340 2，327 2，7 3 9 2，360 ， 2，453 2，372 2，609 2，206 2，591 2.7 06 28，838 1 1. 7 

宮の下分館 1，327 946 1，057 1.232 1，606 1，41 1 1. 31 9 1，303 1，357 1，1 96 1.428 1. 432 1 5，61 4 6.4 

緑ク丘分館 1，61 3 1，264 1.576 1，781 2，1 75 1，953 1. 82 2 1，704 1. 7 31 1，461 1，570 1，825 20，4 7 5 8.3 

人 富士見分館 1，400 1，1 04 1，252 1，287 1，41 9 1，290 1.221 1，314 1，525 1，065 1. 261 1，376 1 5，5 1 4 6.3 

若葉分館 2，562 1，990 2，.566 2，692 3，081 2，825 2，7 0 2 2，667 2，956 2，273 2，694 2，646 31.654 1 2.9 

計 20，465 1 5，534 18，298 21，504 26，305 22，91 9 21，323 21.048 2 1，91 6 17，230 19，308 19，679 245，529 1 0 o. 

中 央 館 4，943 3.040 3，936 5，7 3 5 8，029 5，1 25 4，870 ( 5，537 5，056 4，1 1 7 4，81 1 5，0、48 60，247 1呪1

国領分館 2，593 1.688 2，345 2，653 3.7 73 2，7 1 7 2，77 8 2，720 2，562 2，1 38 2ヱ20 2，285 30.4 72 虫7

児 つつじク丘分館 3，11 7 2，028 2，891 3，661 4，531 3，276 2，812 3，818 2.7 1 2 2，045 2，358 2.491 35，7 40 1 1.3 

深大寺分館 2，463 1，704 2，511 3，1 31 3，41 7 2，601 2，91 7 2，703 2，496 臨 時 休 館 23，943 7.6 

神代分館 2，527 1.647 2，7 4 0 2.973 3，793 3，005 2，907 2，938 2.807 2，1 1 2 2.41 1 2，887 32，747 1 0.4 

宮の下分館 2.4 33 1，549 2，428 2，585 3，285 2，7 28 2，576 2，997 2，9"92 1，858 2，228 2，535 30，194 9.6 

緑ク丘分館 2，789 1，815 2.7 0 9 3，21 5 4，060 2，867 3，098 4，61 2 3，928 2，31 4 2，649 2，632 36，688 1 1.6 

主主 富士見分館 2，507 1.654 3，1 07 3，1 68 3，360 2，7 47 2，350 3，283 2，960 2，1 1 0 2，477 2，699 32，4 2 2 1 0.3 

若葉分館 2，820 2.034 2，707 3，303 3.455 3，，0 66 2，922 3.057 2，81 4 2，081 2.4 55 2，256 32，970 1 0.4 

計 26，1 92 1 7，1 59 25，374 30，424 37， 703 28，132 27.230 31，665 28，327 1 8，77 5 21，609 22，833 31 5.4 2 3 1 00 

中 央 館 1 1，001 7， 605 8，501 1 2，483 1 6，7 57 1 2，4 6 8 1 1，26 9 11.793 11，511 1 0，1 48 1 1，357 1 1，336 1 36，229 24.3 

ー国領分鍍 4.7 30 3，294 4，41 5 4，808 6，520 5，083 5，1 05 5，169 5，000 4，237 4，4 44 4，605 57，410 10.2 

15- つつじク丘分館 4，334 2，893 4，052 4，91 4 6，027 4，722 4，040 5，060 3，847 2，944 3.352 3，577 49，762 8.9 

深大寺分館 4，270 3.1 07 4.222 5，160 5，731 4，526 4，769 4，444 4，206 臨 時 休 館 40，435 7.2 

神代分館 4，871 3.438 5，080 5，300 6，532 5，365 5，360 5，310 5.4 1 6 4，318 5.002 5，593 61. 58 5 1 1. 0 

宮の下分館 3，7 60 2.495 3，4 85 3，81 7 4.891 4，1 39 3，895 4，300 4，349 3，054 3，656 3，967 45，808 8.2 

縁ク丘分館 4，4 02 3，079 4，285 4，996 6，235 4，820 4，920 6，316 5，659 3，775 4.219 4，4 5 7 57，163 10.2 

計 富士見分館 3，907 2，7 5 8 4，359 4，4 55 4.7 7 9 4，037 3，571 4，597 4，485 3，1 75 ゑ738 4，075 47， 936 8.5 

若葉分館 5，382 4，024 5，273 5，995 6，536 5，891 5，624 5.7 24 5，770 4，354 5，1 49 4，902 64，{>24 1 1.5 

ぷE3bh 計 4 6，65 7 32，693 43，672 51.928 64，008 5 1，0 51 48，553 52.7 1 3 50，243 36，005 40，91 7 42，51 2 ゐ0，9r 2) 1 0 o. 
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tfJ 
表ΐ϶, 2ῖ  

館別║ 分類別貸出冊数

¥¥¥¥  中 央 館 国領分館 つつじク丘分館 深大寺分館 神代分館 宮の下分館 縁ク丘分館 富士見分館 若葉分館 計 係

雑 圭防土U 5，1 36 2，257 2，237 1，382 3，236 1.692 2，7 30 2，030 3.854 24，554 4.4 

。総 記 880 367 172 1 74 281 146 271 31 8 51 0 ゑ119 0.5 

哲 てA比F 刀広告て 教 2，253 453 1 01 300 535 222 239 224 426 4，7 53 0.8 

2 歴 史 伝 記 3，424 931 245 479 818 383 371 420 866 7，937 1.4 

， 
29 地 理 2.453 624 355 433 691 324 507 286 902 6，575 1.2 

5 社 会 科 学 6，653 1，476 321 754 
s 

1.363 753 999 1，040 1.661 1 5，020 2.7 

4 自 然 科 づ'"比一 3.11 7 878 193 527 787 481 594 516 762 ス855 1.4 

5 工 てふ且F 1， 235 534 128 442 
' 
433 378 467 292 420 4，3 29 0.8 

59 家 庭 2，831 2，168 1，662 1， 408 1， 925 1， 293 1，983 1，1 96 2，677 17，143 3.1 

6 産 業 交 通 947 352 180 21 5 362 318 343 1 85 350 3，252 0.6 

7 芸術・スポ ーツ 5.7 64 1，805 784 1，277 ' 1，843 1，208 1，303 1， 0 1 8 3，175 18，1 77 3.2 

8 語 寸戸弘ー 961 359 80 1 67 207 148 196 135 358 2，61 1 0.5 

? 文 づA比ー 40，328 14.7 34 7，564 8，934 1 6，357 8，268 1 0.4 72 7，854 15，693 130，204 23.2 

計 75，982 26，938 1 4，022 16，492 28，838 1 5，61 4 20，475 1 5，51 4 31，654 245，529 43.8 

児 童 書 60，247 30，472 35，740 23.943 32，747 30，194 36，688 32，4 22 32，970 31 5，4 23 56.2 

ぷ口与 計 136，229 57，410 49，762 40，4 3 5 61，585 45，808 57，163 47，936 64，624 560，952 1 00 

2.4 5 2.1 2 6.8 1.7 2.4 2.1 0 2.95 2.4 2 2.07 2.4 3 

ー
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図書館活動 5 カ年 の 実績

一一一一ーと度 49 5 0 5 1 52 

登 録 率
3736_1. X100=21.9 40598 ×100=25.6 40_5~.2_ X100=23.5 41479 

(登録者数 × 1 0 0 ) 170606 (~) 1 71432 172610 174505 X1 00=23.8 
人口

市民 1人当りの貸出冊数
541909 3.18 61 6083 = 3.59 587984 = 3.41 611719 3.51 

(貸人出冊口数) 170606 .(冊 1 71 432 172610 174505 

登録者 1人当 bの貸出冊数 541909 6 1 6 0 8 3 = 1 5.3 58 7984 = 1 4.5 6 1 1 7 1 9 = 1 4.7 
(貸出冊数)

= 14.5 
37361 t耐 40398 40522 41479 

登録者数

日当 hの貸出冊数 541909 616083 587984 611719 
(貸出冊数)

= 314 = 294 = 284 297 
1 724 加j 2092 2073 2060 

開館日数

冊当 bの利用回数
541 909 = 3.6 616083 = 3.4 587984 = 2.9 611 71 9 2.8 

(貸出冊数) 152376 但) 182952 203728 215993 
蔵書数

市民1人当bの年間受入冊数 50283 35992 22783 23030 

(年人間受入冊口数 170606 = 0.2ゐ 1 7 1 4 3 2 = 0.2 1 172610 0.13 174505=0.13 

.匹

登録者1人当bの年間受入冊数 50283 35992 22783 23030 

(年間受入冊数) 37361 = 1.35 40398 = 0.89 40522 = 0.56 41479 0.56 
登録者数 側

市民 1人当り の蔵書冊数
152376 0.89 182952 = 1.07 203728 = 1.18 215993 1.24 

(蔵人書口数 170606 ・細) 171432 172610 174505 

市民 1人当 bの図書購入費 40083乎円 26225手円 1 7577平円 20227乎同

(図書人購入口費 170606 23ゐ 171432=153 172610=102 174505 116 

5 3 

59204 ×100=224 
175031 

5 6 0 952 3.20 
175031 

560952 1 4.3 
39204 

560952 

2012 
= 279 

560952 2.4 
230994 

22839 

175031 = 0.13 

22839 
39204 = 0.58 

230994 = 1.32 
175031 

22004 平岡

175031 = 126 
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_ 5 カ年聞の実績

5 1 52 

，6 
40522 
172610 X100=23.5 

41479 
174505 X1 00=23.8 

587984 3.41 611 7 1 9 = 3.51 
' 172610 174505 

み
587984 

= 14.5 6 1 1 7 1 9 = 1 4.7 

一 40522 41479 

」
587984 

= 284 
611719 

297 
2073 2060 

587984 = 2.9 
203728 

611719 = 2.8 
215993 

22783 23030 
一
r 172610 = 0.13 174505 = 0.13 < 

一

一 22783 23030 
40522 0.56 41479 = 0.56 

一
203728 = 1.18 
172610 

215993 = 1.24 
174505 

1 7577乎円 20227千円

一 172610 
1 02 174505 = 116 

d 

一

5 3 

39204 
175031 X100=22.4 

5 6 0 9 5 2 = 3.2 0 
175031 

560952 1 4.3 
?19204 

560952 
279 

2012 

560952 2.4 
230994 

22839 

175031 = 0.13 

22839 
39204 = 0.58 

230994 = 1.32 
175031 

22004 平岡

175031 = 126 
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ϵι その他の利用状況

1 館外活動の状況

調布市立図書館では、図書資料の貸出の外tてさまざまな館外活動を実施している。図書館

がとのような多数の事業を手がけている ζとtてついては賛否両論がある。しかし本市の社会

教育の現状は、図書館の占める比重が大きく、市民の期待も大きい。

その事業は、図書館が主催する事業と、図書館をとりまく調布ブ yククラブが行う事業と

K大別できるが、整然と区分されているものではない。それは調布ブッククラブが自主的市

民団体であっても、その事業の計画から笑施まで自主運営するまでK至っていない。したが

って図書館側でその事務局をひきうけ、ブ ッククラブ世話人会での意見K基づき事業をすす

めている ζとKよる。

し:かし、その事業内容は質的K高〈、その成果は着実Kすすんでいる。

2. 視聴覚ライブラリ

図書館K視聴覚ライブラリーが併設されてから 8年経過したが、その体制はまだまだ整備

されてならず、 今後も徐k ~整えていかなければならない。表 C VI - 2)

視聴覚教育機材 ・ 教材等の利用は、 増加傾向 を示すととも K、 利用の促進拡充のため~16

%訣写機操作話淀講習会を、教材(フィルム)の選定・研究等のためKライブラリ ー運営委

員会を実施した。

(1.) ライブラリ ー運営委員会(年4回 委員20名)

小 ・中学校及び市内事業所K対し、視聴覚教育機材 ・教材の利用促進等の啓蒙と、新規

購入フイノレムの選定試写遊びK機材整備Vてついての協議を行った。

(2.) 16%1映写機操作認定講習会(年2回 6 月 28 日~7 月 1 目 、 7 月 18 日 ~22 日 終了者

71名)

16%発声映写機の基礎的な操作技術の修得及び機材 ・教材の安全な刺用方法等Kついて

の講習会を実施 した。また、効果的左剰用方法Kついても理解を深め、各地域での視聴覚

教育活動K役立つものとした。

(3.) 16~歓写機検定(年 1 回 7月11日 台数47台)

16第発声映写機及びフィノレムの安全利用のため、小 ・中学校、市内事業所の保有する16

%歓写機の検定を行った。

-81ー



行事
児童文学 月 日 10月6臼 絵本作家 中谷千代子氏

(1 )講演会 講座 1回 会 場 市民センター 一一子どものほしがる本一一

参加者 約40人

月 日 10月20日 絵本作家 せなけいと氏

2回 会 場 市民センター 一私はとどもをとう見る

参加者 約40人 そして絵本一

実篤公園開 月 日 5月10日 文芸評論家 小田切 進氏

園記念 会 場 若葉分館 一人間・実篤の生きた道一

講演会 参加者 約100人

月 日 11月10日 絵本作家 若山 憲氏

5回 会 場 市民センター 一私と「とぐをちゃん」ー

月 日 10月13日 文芸評論家 中村光夫氏

文芸講演会 会 場 市役所 一日本の近代化と文学ー

参加者 約 130人
参加者 約50人

月 日 11月24日 絵本作家 山本まつ子氏

4回 会 場 市民センター ーとどもの生活と絵本一

参加者 約50人

月 日 2月10日 明治大学講師 後藤総一郎氏

時局・文芸 会 場 市役所 一柳田国男の世界と現代社会一

講演会 参加者 約150人 文芸評論家 小田切秀雄氏

一「本居宣長」と小林秀雄一

児童文学
月 日 2月16日 児童文学者 椋 鳩十氏

講演会
会 場 市役所 一心の厚みと読書ー

参加者 約 100人 ~現在の児童文学~ (3) 著者を囲む読書会

月 日 5月4日 詩人・評論家 松永伍一氏

文化講演会 会 場 市役所 一むらの心としくみー

参加者 約90人

月 日 6月?日 作家(芥川賞) 三田誠広氏

第 1 回 会 場 公民館 課題図書「赤ん坊の

参加者 約60人 生まれ左い日」

月 日 5月16日 詩人・評論家 伊藤信吉氏

文芸講演会 会 場 福祉会館 一高村光太郎、人と作品ー

参加者 約 200人

月 日 7月14日 作家(直木賞) 宮尾登美子氏

第 2回 会 場 市役所 課題図書「寒 椿」

参加者 約120人

月 日 9月24日 作家(芥川賞) 中里恒子氏

第 3 回 会 場 市役所 課題図書「鵬草子Jr土筆野」
参加者 約100人 「時雨の記」

(2)講座

教育講座 月 日 9月12日 教育評論家 村松 喬氏 月 日 12月8日 作家 山本茂賀氏

1回 会 場 市役所 一混迷する今の教育を 第 4 回 会 場 市役所 課題図書「あ L野麦峠」

参加者 約 80人 どう変えてゆくか一 参加者 約150人

月 日 9月20日 哲学者 古在由重氏 月 日 2月23日 作家(芥川賞) 三浦哲郎氏

2回 会 場 公民館 一教育を原点K 第 5回 会 場 市役所 課題図書「せんべの耳」

参加者 約何人 近づける Kはー 参加者 約150人

月 日 ?月30日 教育心理学者 佐山喜作氏

5回 会 場 市役所 一中学生の悩み

参加者 約80人 親・教師の悩みー

-82ー
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(4 )座談会ほか

月 日 4月?臼 文芸評論家 西本鶏介氏

創作合評会 会 場 市民センター 一創作の合評と創作の姿勢一

参加者 約60人

月 日 4月21日 主 婦 高木敏子氏

座 談 会 会 場 市役所 一一「ガラスのうさぎ」を

参加者 約100人 著したととKついて一一

月 日 7月8日 哲学者 古在由重氏

座 談 会 会 場 市役所 一生活の貧しさ心の貧しさー

参加者 約110人

月 日 2月20日 詩人 草野心平氏

座 談 会 会 場 市役所 一光と風とととばと一

参加者 約150人

(5)研究会

近代文学 月 日 毎月 1回 高校教諭 田中 実氏

研究会 会 場 市役所 一日本近代文学の流れと人と作

会 員 犯人 品Kついて、特K太宰 治、森

鴎外、有島武郎Kついてー

月 日 毎月 2回 手塚ハツ、古田秋介、山中忠雄

教育研究会 会 場 市役所 氏

会 員 20人 一子どもの教育環境と学校・家

庭・社会の現況教育を考察ー

月 日 毎月 1回 立教大学教授 赤司道雄氏

聖書を読む会 会 場 図書館中央館 一→聖書の中から ヨーロ グパ文化の

会 貝 20人 根源、となる思想と生活を考祭ー

現代作家研究 月 日 毎月 1回 現代の代表的な作家と作品を研

互禁読書会 会 場 若葉分館 究。主K島尾敏雄、辻邦生、中

会 貝 10人 上健次、円地文子など。

月 B 毎月 1回 歌人・国文学者 片山貞美氏

古典文学の会 会 場 市役所 ーわが国最初の文芸論であ b、
会 J'l. 50人 万葉集と対する古今和歌集をと

りあげる一一

月 日 毎月 1回 朗読の研究と、自の不自由な方

朗読奉仕の会 会 場 図書館中央館 たち K耳からの読書を楽しんで

会 貝 40人 頂くためのテープ収録の研究。
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(6) 図書館まつ⁯

第 7回

市民句会

第6回

市民歌会

朗読を

深める会

子ども映画会

名画鑑賞会

作家の

筆跡・横顔展

絵本原画展

-a金本と

語bー

俳句短歌展

日本画95人展

(7)その他の行事

五島美術館

見学会

月 日 2 ~17 日

会 場 市役所

参加者 約170人

月 日 2月25日

会 場 市民センター

参加者 約100人

月 日 2月9日

会 場 市民福祉会館

参加者 約300人

月 日 2月5日

会 場 公民館ホーノレ

参加者 約500人

月 日 2月5日

会 場 公民館ホーノレ

参加者 約300人

期 間 2月2日

~18 日

会 場 西友調布庖

期 間 2月6日

~25 日

会 場 医書館中央館

期 間 2月15日

~28 日

会 場 公民館ロビー

期 間 2月25日

~3 月 12 日

会 場 西友調布底

月日 I5月9日
会 場|五島難町館

参加者 I 34.人

-85ー

安住 教、石塚友二、大野林火、

鷹羽狩行、細見綾子、皆吉爽雨、

山口青邸、 7氏Kよる選評俳話

片山貞美、小暮政次、宮地伸一、

5氏tてよる選評と講話

。ド 優 幸田弘子氏

樋口一棄の「十三夜 Jr id，> 
つども.tJ 

扶 画

「ちびでか物語」

「花のき村と盗人たち」

映 画

「紀の川」

(原作・有吉佐和子)

図書館を訪れた作家・評論家の

横顔と原稿色紙の筆跡を一般K

披露した。

中谷千代子の世界(2/ 6~2/10) 

山本まつ子ととども(2/1 3~2/18) 

若山 憲と四季 ( 2/2 0~2/25) 

日頃、創作した作品を一堂K会して

展示L..多くの人と鑑賞した。

(俳句・短歌サークノレ会員)

毎月の定例学習会vcj:，>いて習得
した技法を一般K展示した。

古典や美術K親しむ機会として、

12世紀の平安朝時代の代表的絵

巻物、源氏物語絵巻を見学



夏休み

子ども映画会

名画鑑賞会

演劇試演会

演劇試演会

日本画展

公開

互素読書会

朗読試演会

(8)各館行事

bはなし会

実 施 館

月 日

会 場

参加者

月 日

会 場

参加者

月 日

会 場

参加者

月 日

会 場

参加者

期 間

会 場

月 日

会 場

参加者

月 日

会 場

参加者

期

7月22日 映画「たいようKとふ・矢」
公民館ホーノレ 「黄色い雨がさ」
約400人 「天狗まつbとがき大将」

8月24日 映画

公民館ホーノレ 「家族」
約800人 「父ちゃんのポーが聞える」

P月17日 「ぼくらは生まれ変った

スペースイ山川 木の葉のように」
約100人 演劇j研究会「大地」総出演

5月21日 「犠」
スペース仙川 演劇研究会「大地」総出演
約 100人

10月23日 朱彩会、碧彩会、彩虹会、絵画
~11 月 11 日 教室が一堂K会し、その積み重
西友調布底 ねた技法を一般K披露した。

11月22日 文芸評論家 遠丸 立氏
若葉分館 課題図書「枯木灘」

約 40人 (中上健次著)

12月10日 朗読奉仕語bの会が、積み重ね
公民館 た技術の成果を披露した。
約50人 「薮の中」ほか

日 内 廿-. 

全 館 館Kよって 幼児から小学校低学年までの子どもた

異るが、毎 ちを対象K、素話、絵本の説み開かせ、
月 2~ 4回 紙芝居、スライト¥16ミリフィノレム等
笑施 を組み合わせたフ・ログラムを用意し、

子どもたち~楽しい会話の世界K導〈

ととを目的K実施した。
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小学生読書会

実施館 期 日 内 廿h相

全 館 毎月 1回 小学校4年生から6年生までを対象K、

日 曜日 幅広い本の世界を知ってもらうため、

午前10時 絵本や物語だけKとどまらず、ノンフ

~ 11時 ィクションKも分野を広げて本への輿

味へと進めていった。又、本の感想K

ついてだけでなく日常の生活Kも目を

向けて話し合い、子どもの創作力を伸

ばナ機会をも入れていった。

中学生読書会

実施館 期 日 内 廿n角F・

宮の下分館 毎月 1回 中学生相互の仲間づく bを主体とし、
神代分館 日 曜日 自己を見つめる限、社会を見つめる限

若葉分館 午前 10時 を養い、中学生の将来I'Li>~ける読書生

~ 12時 活の習慣づけを目的として実施 した。

その 他

事業名 期 日 内 廿".，・

二葉学園読書会 毎月 1回 今年度は、未来と不思議とKつ

二葉学園 いてテー マを決め、読書をし、

(担当宮の下分館) とれまで広げてきた幅をしぼっ

て読書への導入をはかった。

訟はなしの時間 毎日 毎日定時K催し、楽しい本会

実施 午後 5時 もしろい本、読んでもらいたい

~3 時15分 本等を日常的K読み聞かせし、

(若葉分館) 本の世界への導きをよ b身近か
なものとして実施した。

木曜訟は念 し会 毎週木曜日 開館中K日常的なサー ビスとし

実施 午後 5時 て児童室K来ている子どもたち

(深大寺分館) ~3 時 30分 K読み聞かせ等を行い、本への

(富士見分館) 導きを行った。

-87-



学校への協力事 年 1~3 回 市内全イゼ学校を対象K読書の動

業実施 各学級の授 機づけを行った。原則として 5

業時間K合 年生を対象K図書館刺用のガイ

(全館) せて実施 タ.ンスと同時K各学級の担任の

先生と協力し，子どもたちへ読

書の導ぎを行った。

その他図書の団 随時 市の施設K対して図書の団体貸

体貸出し等 -児童館 出しを行うと同時t亡、子どもを
-学童保育所 対象とした施設Kおいて，相互

(全館) -保育園 の協力をはかに読書への導入

-地域センター を行った。
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育成グループ

。)読書グループ

緑ク丘 毎月 1回 1O~12時
読書会 会場 緑ク丘分館

宮ノ 下 毎月 1回 1D~12時

読書会 会場 宮の下分館

子どもの本 毎月 1回 1 O~12時
を読む会 会場 中央館

名 作 毎月 1回 1D ~12時

読書会 会場 中央館

と だま 毎月 1回 1D ~12時

読書会 会場 富士見分館

針 布 毎月 1回 1~4 時

読書会 会場 神代分館

かbんの会 毎月 1回 1D ~1 2時

会場 緑ク丘分館

七 宝 毎月 1回 1D ~12時

読書会 会場 富士見分館

読書会 毎月 1回 6~9 時

夜行列車 会場 中央館

あすなろ 毎月 1回 1 O~12時
読書会 会場 中央館

(2) 創作グループ

火曜句会 毎月 1回 1~4 時

会場 神代分館

水曜句会 毎月 1回 1~4 時

会場 若葉分館

木曜句会 毎月 1回 1~4 時

会場 公民館外

金曜句会 毎月 1回 1~4 時

会場 公民館外

俳句教室 毎月 2回 1~4 時
会場 多摩川児童館

古典文学を
を読む会

SFを
読む会

つ し
読書会

柏読書会

自 ，烏

読書会

若 業
読書会

ふたは
読書会

やまなみ
読書会

弓必見子 生
読書会

木 犀
読書会

青条歌会

径歌会

福寿草

からすうり
歌 会

綴 p 方
サー クノレ
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毎月 1回 2~4 時

会場 若葉分館

毎月 1回 1~4 時

会場 中央館

毎月 1回 1~3 時

会場 親交会館

毎月 1回 10~12時

会場 中央館

毎月 1回 10~ 12時
会場 神代分館

毎月 1回 1D ~12時

会場 若葉分館

毎月 1回 1 O~12時
会場 若葉分館

毎月 1回 1D ~12時

会場 深大寺分館

毎月 1回 1~4 時

会場 市民センター外

毎月 1回 1D ~12時

会場 八千代信金

毎月 1回 1D~12時

会場 公民館外

毎月 1回 1 ~ 4時
会場 公民館外

毎月 1回 10~ 12時
会場 神代分鎗

毎月 1回 1 ~4 時

会場 羽入宅

毎月2回 1D~12時

会場 神代分館
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たつく b 毎月 2回 1~5 時 たき bん 毎月 1回 1~4 時

句会 会場 公民館外 会場 公民館外

つつじク丘 毎月 1回 1~4 時 詩の会 毎月 1回 6~9 時

句会 会場 神代分館 会場 中央館

朱彩会 毎月 2回 1D ~12時 演劇研究会 毎週 5回 6 ~ 9時
会場 中央館 会場 中央館外

碧彩会 毎月 2回 1 ~ 3時 ちっ f~ け 毎月 2回 6~9 時

会場 市民センター外 音楽 会場 中央館

彩虹会 毎月 2 回 3:30~5時 人形摩IJ 毎週 1回 10~12時

会場 市民センター外 「グー」 会場 緑ク丘分館外

絵画教室 毎月 2回 1D ~12時 人形劇団 毎週 2回 1~5 時

会場 中央館 f7リータ・ム」 会場 神代分館

古典講読 毎月 1回 1D ~12時 日曜美術館 毎月 1回 10~12時

会場 中央館 会場 中央館

趣味の園芸 毎月 1回 1D ~12時 日本文学の 毎月 1回 1D ~12 時

会場 中央館 素材 会場 中央館

(6) 

1 0~12時

中央館

毎月 1回
会場

放送番組で学習する会

そ

封~jf Jレープ

研究グループ

他

多摩の歴史
を学ぶ会

の

(4) 

(3) 

(5) 

〔

N

I

E

〕
燃

年 6回
会場

野鳥・野草
の会

毎月 2回
会場市内・都内外

文学散歩

同好会

長流文庫 市内K点在する地域親子読書会主2団体
は、図書館と協力し、図書の貸出し、本

の読み聞かせ、人形劇等の文庫活動を

続け、地域文化の高揚K努めている。

市内親子読書グループ

32グループ
会員数約 4，500名

地域文庫(7) 
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